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2004 5月号応報ああず

3月定例市議会

ーさらなる創造に向けて

3
月
定
例
市
議
会
は

3
月

3
日
か
ら
げ
日
ま
で
の
百
日
間
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
予

算

関
係
お
件
、
条
例
関
係

7
件
、
人
事
案
件

2
件
、
意
見
書
の
提
出

1
件
、
そ
の
他
日
件

の
計
特
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請

願

7
件
、
陳
情

1
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

)

す

。
(
敬
称
略
)

議

J

空

会

E

f

本

松

井

健

(

西

大

洲

)

再

任

日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

げ

渡
部
公
虞
(
新
谷
町
)
再
任

問
円敵

意
見
書
の
提
出

で数多泣

河
川
整
備
計
画
策
定
に

引

関
す
る
意
見
書

算汗

「
肱
川
流
域
の
今
後
の
さ
ら
な
る

会
発
展
の
た
め
、
河
川
整
備
計
画
が
策

↓

定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
肱
川
の
治

時

水
対
策
事
業
が
一
日
も
早
く
着
工
さ

市

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」
と
し
た

誠
意
見
書
を
国
土
交
通
省
四
園
地
方
整

企
備
局
長
と
愛
媛
県
知
事
あ
て
に
提
出

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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肱
川
と
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

。
肱
川
の
清
流
づ
く
り

生
活
排
水
、
事
業
所
排
水
な
ど
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
河
川
の
水
質
浄
化

や
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

。
生
活
排
水
の
浄
化

公
共
下
水
道
・
肱
北
処
理
区
の
平

成
加
年
度

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、

幹
線
管
渠
を
整
備
し
ま
す
。
八
多
喜

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の
使
用
料

を
見
直
し
、
公
共
下
水
道
使
用
料
金

体
系
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

。
地
球
温
躍
化
対
策

市
の
事
務
事
業
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

。
治
水
対
策
と
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題

河
川
整
備
計
画
の
早
期
策
定
及
び

そ
れ
に
基
づ
く
事
業
の
早
期
着
手
を

国
・県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ム
計
画
発
表
以
来
却
年
以

上
経
ち
ま
し
た
が
、
水
没
予
定
地
の

肱
川
町
を
は
じ
め
と
す
る
上
流
域
の

皆
さ
ん
の
生
活
再
建
や
県
道
改
良
の

問
題
な
ど
が
解
決
で
き
る
よ
う
、
肱

川
流
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。-v市町村
合
併
の
推
進

今
年
5
月
末
頃
に
は
、
合
併
調
印

で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
、
新
市
の

誕
生
に
向
け
最
善
を
尽
く
し
ま
す
0

・
市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業

今
年

9
月
に
大
洲
市
制
施
行
叩

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
式

典
な
ど
意
義
あ
る
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

歴
史
文
化
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

。
学
校
教
育

地
震
発
生
時
の
人
的
被
害
防
止

提
案
説
明

の
た
め
、
老
朽
化
し
た
校
舎

・
屋
内

運
動
場
の
耐
震
度
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
-
文
化
受
流

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
中
江
藤
樹
先
生
ゆ
か

り
の
滋
賀
県
安
曇
川
町
と
の
交
流
を

進
め
ま
す
。

-
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
今
年

度
に
制
定
し
、
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

A-生涯
学
習
の
振
興

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
日
月
に
開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
、

大
洲
の
個
性
あ
る
伝
統
文
化
を
全
国

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
し
て
い
る
新
谷
公
民
館
喜
多
山

分
館
や
図
書
館
の
整
備
に
向
け
て
検

討
を
行
い
ま
す
。

。
人
権
問
題

同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
あ
ら
ゆ

る
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

。
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業

9
月
の

一
般
公
聞
を
目
指
し
、
天

守
閣
復
元
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

A
V
高
齢
者
福
祉

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
努
め
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
事
業
を
中
心
に
介
護
予
防
、
生
き

が
い
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
障
害
者
福
祉

支
援
費
制
度
の
周
知
徹
底
を
さ
ら

に
図
り
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
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平成16年度施政方針

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
早
く
も
日
年
の
歳
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
共
下
水
道
の
整
備
、
市
立

大
洲
病
院
や
斎
場
の
移
転
改
築
、

総
A
ロ
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
轄

河
川
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ
る
築
堤
を
契

機
に
治
水
安
全
度
の
改
善
、が
図
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
の
安
全
度
を
高
め
る
た
め
の

「
ニ
線
堤
を
兼
ね
た
市
道
」
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま

す
。
東
大
洲
拠
点
地
区
に
は
約
切
の
企
業
が
集
積
し
、
約

7
0
0人
の
新
規
雇
用
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
も
今
年

7
月
に
は
完
成
し
、
ま
ち
づ
く
リ
の
重
要
案
件
も
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
困
難
も
あ
リ
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ピ
ご
協

力
、が
あ
っ
て
実
現
で
き
た
も
の
ど
感
謝
し
て
お
リ
ま
す
。

今
、
わ
が
国
は
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
情
報
化
社
会
の
進
展
、
深
刻
化
す
る
環
境
問

題

な
ど
を
背
景
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
・
地
方
財
政
の
三
柱
一
林
改
革
の
柱
ど

し
て
、
固
か
ら
地
方
へ
約

6
千

5
0
0
億
円
、
が
財
源
委
譲
さ
れ
ま
す
、が
、
地
方
へ
の
補
助
金
が

1
兆
3
0
0億
円
程
度
削
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
交
村
税
交
村
金
と
こ
れ
を
補
う

「
臨
時
財

政
対
策
債
」
を
令
わ
せ
た
実
質
の
交
村
税
は
約

2
兆
9
千
億
円
、
約
ロ
%
減
リ
、
各
白
治
林
の
財

政
運
営
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
ど
の
な
い
最
し
い
状
況
で
す
。
大
淵
市
で
も
個
人
・
法
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
を
中
旬
ど
し
た
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
扶
助
費
、
借

入
金
の
一
込
清
な
ど
の
義
務
的
経
費
は
増
え
、
掛
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
ピ
も
、
計
品
事
業
の
必
要
性
、

緊
急
性
、
投
資
効
果
な
ど
を
よ
く
調
べ
取
捨
選
択
し
て
、
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、
そ
の
実

現
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
・
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の

4
市
町
村
令
併
が
平
成
口
年

1
月
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
令
、
年
度
途
中
で
打
ち
切
リ
決
算
を
行
い
、
残
リ
の
期
間
は
旧

4

市
町
村
を
令
め
た
暫
定
予
算
を
計
上
し
て
対
定
し
ま
す
。

私
は
、
英
知
ピ
創
意
を
結
集
し
て
、
こ
れ
ら
の
困
難
な
局
面
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

今
後
ピ
も
、
ご
理
解
ピ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
児
童
福
祉

子
育
て
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
市
内
の
就
学
前
児
童
と
小
学
生

児
童
の
中
の

l
、
6
9
0
人
を
対
象

に
し
た
調
査
を
基
に
、
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

A-保健
・
医
療

叩
年
間
の
健
康
づ
く
り
の
目
標
を

設
定
し
た
健
康
日
本
幻
大
洲
市
版
に

基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
市
立
大
洲
病
院
で
は
最

新
機
器
導
入
や
医
療
安
全
対
策
へ
の

取
組
み
に
よ
り
地
域
中
核
病
院
と
し

て
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

-
快
適
で
良
好
な
住
環
境

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、公
園、

緑
地
の
整
備
と
市
民
参
加
型
の
効
率

的
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
城

山
公
園
内
の
事
業
用
地
を
取
得
し
、

計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

A
V
水
道
事
業

水
質

・
漏
水
調
査
に
よ
る
水
道
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
簡
易
飲
料

水
施
設
事
業
を
有
効
活
用
し
、
水
道

未
普
及
地
区
の
解
消
を
図
り
ま
す
0

・
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補

助
及
び
マ
イ
バ
ッ
グ
(
買
い
物
袋
持

参
)
推
進
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

。
防
災
・
防
犯
対
策

消
防
団
の
活
性
化
や
、
住
民
の
防

火
思
想
の
普
及
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
旧
肱
北
交
番
を

一
部
改
修

し
て
地
域
防
犯
活
動
の
た
め
有
効
活

用
す
る
と
と
も
に
、公
立
の
保
育
所
・

幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
非
常
通
報

装
置
を
設
置
し
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
働
く
ま
ち
づ
く
り

-
農
業
の
振
興

地
域
自
ら
の
発
想

・
戦
略
に
よ
り

水
田
農
業
の
将
来
方
向
を
明
ら
か
に

し
た
「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
作
成
し
、
消
費
者
の
期
待
に
応
え

る
産
地
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
認

定
農
業
者
の
育
成
と
遊
休
農
地
の
解

消
を
図
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
事
業
を
継
続
実
施
し
ま

す
。
-
林
業
の
振
興

森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
を
高
め

る
た
め
、
間
伐
の
促
進
や
林
業
の
生

産
基
盤
と
な
る
作
業
林
道
を
整
備
し

ま
す
。

-
商
工
業
・
観
光
の
振
興

中
小
企
業
振
興
資
金
を
は
じ
め
と

し
た
制
度
資
金
な
ど
の
活
用
に
よ
る

助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
え
ひ
め

町
並
博
2
0
0
4
開
催
に
伴
い
市
主

催
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
民
間
主
導

の
自
主
企
画
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
基
盤
の
整
備
さ
れ
た

ま
ち
"つ
く
り

A-道路
・
交
通
網

大
洲
徳
森
線
や
東
大
洲
口
号
線
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国

・
県

道
の
早
期
整
備
を
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
里
道
や
水
路
な
ど

を
管
理
す
る
た
め
、
大
洲
市
法
定
外

公
共
物
管
理
条
例
を
制
定
し
ま
す
0

.
行
政
事
務
の
電
算
化
と
情
報
保
護

市
町
村
合
併
に
向
け
て
電
算
シ
ス

テ
ム
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
個
人

情
報
保
護
条
例
の
制
定
に
取
り
組
み

ま
す
。
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平成16年度当初予算

算予本刀当度JS，J芋成平

必要予算を確保しつつ経費削減と
歳出抑制に努めました

平成 16年度の予算規模

区 分 当初予算 対前年比

自主
d会岳、
百十 1，490，000万円 ム2.8%でEミ

国 民健康保険 377，821 11.4 

老 人 イ呆 健 437，285 ム2.6

国民健康保険診療所 2，456 ム 1.2

簡 易 水 道 10，880 4.8 
特 父 通傷害保障 908 ム 2.8

別 土地取得造成 1，577 ム 3.0

住宅新築資金等貸付事業 4，006 ム 1.9
.6. 
Zコr 農業集落排水事業 2，972 2.4 

計 公共下水道事業 100，711 41.2 

馬主 車 I曇 事 業 4，956 ム 1.8

介 護 イ呆 険 230，074 0.3 

iE 泉 307 ム 8.8

言十 1，173，953 5.1 

~ι ¥ 71く 道 事 業 115，730 9.6 

業 病 院 事 業 374，764 ム 0.6
.6. 
工業用水道事業 751 ム 1.5:z:;;-

言十 小 計 491，245 1.7 
.6. 計 3，155，198 0.7 Eコ

一平成元年度か らの推移一

平
成
時
年
度

平
成
百
年
度

平
成
同
年
度

平
成
市
年
度

平
成
句
年
度

平
成
刊
年
度

平
成
叩
年
度

平
成
9
年
度

平
成

8
年
度

平
成

7
年
度

平
成

6
年
度

平
成

5
年
度

平
成

4
年
度

平
成

3
年
度

平
成

2
年
度

平
成
元
年
度

nu 

当初予算の規模

口 企業会計

口 特別会計

口 一般会計

億円

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0基幹型在宅介護支援センタ を市役所に置き、保健師
1人と介護福祉士 1人を配置します 913万円
。次世代育成のための行動計画を策定します 386万円
。身体障害者、知的障害者、障害児の生活を支援しま

す 2億 4，972万円

0うかいレストプラザヘウ飼育小屋を移設します 400万円
引っ越します

O大洲城天守閣を復元しま
す 3億 2，429万円
。えひめ町並博 2004のイベン 卜

を推進します 3，908万円

。空庖舗での起業を宣援しま

す 360万円

| 総務費 | 
0市制施行 50周年の記念式典やさまざまなイぺン トを開催
します 5，000万円
O個人情報保護条例制定準備の ¥ .. U' ， 
ため懇談会や調査を実施しま U

す 443万円
。旧肱北安蓄を改造し地域防犯活
動の拠点施設として有効活用しま レ
す 30万円 戸
24時間大洲署直通テレビ電話を設置 ; 

[ 農林水産業費 | 
0中山間地域 (条件不利地域)での農業生産活動を支援し

ます 4，127万円

。農地が有効利用できるよう認定農業者への農地の利用集

積を図ります 214万円

。恋木地区と喜多山地区で国土調査を実施します

1億 1，870万円

4 



2004 5月号応穏おおず

平成16年度当初予算

地方交付税
54億3，539万円
(36.5%) 

市税

33億七879万円
(22.3%) 

印ようなことーヵ 、司

民生費
40億3，608万円
(27.1%) 

公債費
29億3，912万円
(19.7%) 

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算

市
の
財
政
は
、
地
方
交
付

税
の
大
幅
削
減
と
景
気
低
迷

に
よ
る
市
税
の
減
収
な
ど
で

大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
経
費
節
減
の

徹
底
と
歳
出
抑
制
に
よ
り
前

年
度
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス

2
・
8
%
、
4
億

3
千
万
円

減
額
の
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
市
の
貯
金
と
も
い
え

る
財
政
調
整
基
金
な
ど
を
取

り
崩
し
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

図
っ
て
い
ま
す
。

4
市
町
村
合
併
が
平
成
口

年
1
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
予
算
は
、
通
年
ベ
ー

ス
(
ロ
カ
月
分
)
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地方交付税 :固から大洲市に配

られるお金(使い道は市

で決めることが‘できる。)

税:個人・法人市民税や固

定資産税など

国庫・ 県支出金 :道路や建物の

整備などに必要なお金

の一部として国 ・県か

ら受け入れるお金

市

歳
歳民生費:主に福祉の充実のため

に使うお金 入
出公債費:市の借入金の元金・手Ij

子などの返済に使うお金

衛生費:衛生的な生活環境のた

めに使 うお金

土木費 :道路や河川などの整備

のために使うお金

どのような目的に対してお金を使うか
その他
2億5，805万円
(1.7%) 

公債費
29億3，818万円
(19.7%) 

教 育費 | 

衛生費 l 
0合併処理浄化槽の設置費補助により河川水質の向上を目
指します 3，214万円
。じん芥(ごみ)を処理し、ごみ減量-再資源化を推進し
ます 1億4，011万円
。電気式生ごみ処理機などの購入費補助やマイパ、ソグ (買

い物袋持参)運動を推進し家庭ごみの適正処理に努めま
す

0城山公園内にある民家移転などを行います 1億 3，780万円
。国から市に譲与される法定外公共物 (里道、水路など)を

調査します 6，230万円
。市道を整備、維持管理します

・東大洲 11号線

.大洲徳森線

・改良、舗装など

・維持修繕など

8，800万円

ワ，900万円

5，560万円
3，245万円

道路が延びます

146万円

5 



2004 5月号広報おおず

大洲市消防出初式

企訓練を見守る来賓の皆さん

6 

大
洲
市
消
防
出
初
式
が

3
月
7
目
、
五
郎
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
市

内
の
消
防
団
員
約
1
、
0
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
消
防
協
会
や
国

・
県

・

市
関
係
者
な
ど
の
来
賓
を
前
に
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

(肱
南

・
肱
北

・
平
野

・

南
久
米

・
菅
田
分
団
、
団
本
部
)、

ポ
ン
プ
車
操
法

(肱
南
分
団
)
、
小
隊
訓
練

(大
川
・新
奇
分
団
)
、
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ

っ

た
団
員
な
ど
1
7
4
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

..号令を合図に隊列を素早く変える小隊訓練

ジフ。j柔iぎを初披露、、

消
防
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

..各分団の消防車が次々と走行する分列行進



2004 5月号応程ああず

ございますめでとう

平成16年大洲市消防出初式受章者名簿

治

明

悟

輝

愛

英

一
二
俊

一
郎
信
仁
寿
規
次
栄
宏
将
一
紀

一
浩
治
司
カ
洋

一
史
典
一
聴
二
典
一
治
広
吾
司
之
教
雄
次
治
博
和
夫
徳
茂
二
透
章
進
蔵
勝
豊
照

一
司

次

寛

宏

徹

久

弥

子

子

裕

光

志

洋

秀

直

恵

一
政

明

紀

博

徳

充

智

光

淑

晃

崇

光

慎

祥

和

公

礎

忠

真

雅

修

吉

吉

恵

智

浩

和

治

栄

誠

友

友

秀

直

安

浩

佳

憲

祐

良

昭

敏

伝

佐

茂

}

岡

斗

宮

富

井

木

美

石
沼
人
戸
田
崎
穂
田
川
本
岡
田
田
野
戸
井
山
間
野
野
野
本
本
倉
岡
都
下
野
戸
谷
野
岡
隅
保
野
下
野
野
田
田
田
口
家
本
賀
田
中
西
尾
藤
川
母
国
井
野
々
塚
内
築
知
野
築
越
山

田

彰

川

山

白
水

4
木
上
尾
長
上
丸
谷
吉
太
徳
河
城
藤
津
石
大
中
崎
山
谷
板
藤
宇
山
東
谷
城
東
矢
西
大
久
熊
山
守
泉
西
黒
上
桜
山
新
山
伊
松
沖
小
平
篠
古
祖
池
堀
矢
佐
大
須
都
武
佐
都
村
金
新
表
状
中
丸

門

町

状

謝

謝
感
人
人

員
員
彰
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
感
者
夫
夫

長
労
夫
昇

団
団
臆
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
回
全
功

一
山

田

協

の

川

丸

団

団

防

団

団

団

団

団

防

助
中
・

分
分
消
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
分
分
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
分
分
分
消
内
・

団

戒
戒
市
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
米
米
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
戒
戒
戒
県
族
部
分

須
須
洲
南
南
南
南
南
南
北
北
北
北
北
北
北
北
北
北
野
野
野
野
野
野
野
野
久
久
田
田
田
回
国
田
田
田
田
川
川
川
川
川
川
川
沢
沢
沢
沢
沢
沢
谷
谷
公
ロ
谷
谷
善
津
津
津
津
津
津
津
須
須
須
媛
{
察
本
南

上
上
大
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
平
平
平
平
平
平
平
平
南
南
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
菅
大
大
大
大
大
大
大
柳
柳
柳
柳
柳
柳
新
新
新
新
新
三
粟
粟
粟
粟
粟
粟
粟
上
上
上
霊
A

マ
団
肱

大渉1'1市消防出初式

介
哉
彦
肇
衛
明
真
雄
臣
也

一
司
昭

一
治
勇
寿
行
雄
司
市

二

利
繁
英
正
久
孝
豊
雄
春
文
一
和
浩
明
樹
治
生
幸

伸

秀

正

洋

秀

康

達

洋

増

富

真
誠

和
勝
重
博
憲
莫
太
克

一
喜

義

文

勝

芳

孝

佳

昭
秀
英
誠
法
繁

実
洋
夫
治
夫
信
二
二
義
次
智
一
志
二
三
明
一
之

達
文
郁
栄
照
和
英
健
睦
寛
嘉
光
浩
宏
隆
敏
太
宏

保

木

野
久
永
々
尾
元
田
岡
岡
頭
岡
宮
田
野
加
田
田
岡
彰

上
佐
冨
佐
永
大
新
西
上
兵
上

一
太
矢
星
桧
芝
西
表長会品

員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
合

員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

連

)

団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
は
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

防
記

団

団

団

消

(

団
団
団
団
団

分
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
分
分
多
章
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
分
分
分
分
分
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

米
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
戒
戒
喜
続
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
米
米
米
米
米
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

久
田
回
田
川
川
沢
沢
沢
谷
谷
谷
善
善
津
津
須
須
洲
勤
南
南
南
南
南
南
南
北
北
北
野
野
野
久
久
久
久
久
川
川
川
川
沢
沢
沢
沢
沢
谷
谷
谷
谷
善
善
善
善
善
善
善
善
津
津

南
菅
菅
菅
大
大
柳
柳
柳
新
新
新
三
三
粟
粟
上
上
大
A

マ
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
平
平
平
南
南
南
南
南
大
大
大
大
柳
柳
柳
柳
柳
新
新
新
新
三
三
三
三
三
三
三
三
粟
粟

保

田

川
岡
口
山
田
原
田
本
口
田
田
岡
谷
山
本
下
首
本
中
岡
本
原
岡
岡
野
橋
田
部
辺
戸
水
田
野
山
野
田

久
泉
浮
西
松
田
丸
村
梅
岡
平
松
谷
沼
奥
松
大
神
石
山
山
瀧
田
上
松
篠
石
中
井
高
池
深
田
城
樋
樋
矢
西
矢
東
竹

重光

郎
市
穂
虞

治
秀
幸
栄

仁
弥
三
司
収
利
喜
功
吉
美
満
久
治
典
幸
実
明
温
徳

武

力

幸

憲

久

政

登

貞

清

勝

真

孝

利

千

章

正

二
二
博
実
彦

一
介
之
己
修
剛

雄
計
康
虞
昭
正
裕
裕
英

芳
隆
盛
司
三

寿
秀
成
順
耕

男

郎

三

一

和

三

敬

賢

時

井

枇
一刊

ω防相一
一町
一矧
剛一
一
帥
一
献
一
制
服
臓
器
誠
一
東
割
引
報
相
一
郎
一
諒
川
畑
一
関
一畑一都

彰

長
彰

長

長

長

員

長

長

長

長

表

長
長
壮
員
員
壮
員
員
長
員
員
員
員
員
員
長
長
員
員
長
員
員
長
長
長
は
長
長
長
員
員
名
員
員
員
員
長
員
員
員
員
員
長

章
団

表

団

)

団

)

長

)
団
団

ι

ι

I

n

彰

労

副

長

副

人
分
部
団
彰
人
部
部
部
部
会
人
分
分
岬
団
団
司
団
団
班
団
団
団
団
団
団
班
班
団
団
班
団
団
班
班
班
洋
班
班
班
団
団
(
団
団
団
団
班
団
団
団
団
団
班

表

功

会

3

表

4

協

2

釘

日

目

彰

官

続

協

(

団

事

(

団

防

(

団

団

団

表

団

長

勤

悶

章

章

団
団
分
知
章
団
団
団
分
消
章
団
団
章
団
団
章
団
団
団
団
団
団
団
分
分
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
章
団
団
分
団
団
長
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
分

庁
年
部
消
績
部
続
分
分
戒
県
労
分
分
分
戒
県
績
分
分
続
分
分
続
分
分
分
分
分
分
分
米
米
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
続
分
分
戒
分
分
市
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
米

防
永
本
本
功
本
勤
北
南
須
媛
功
南
野
善
須
媛
功
南
北
勤
谷
津
勤
南
南
北
北
野
野
野
久
久
田
川
川
川
沢
谷
谷
津
津
津
勤
南
田
須
北
沢
洲
南
南
南
南
北
北
北
北
野
野
久

消
。
団
目
。
団
A

マ
肱
肱
上
霊
。
肱
平
三
上
霊
A

マ
肱
肱
企
マ
新
粟
。
肱
肱
肱
肱
平
平
平
南
南
菅
大
大
大
柳
新
新
粟
粟
粟
。
肱
菅
上
肱
柳
大
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
平
平
南

重光

郎
郎
男

三
治
幸

時間
石
橋

吉
白
高

石
池
尾
本

白
菊
松
山

田
田
好
岡
田
上
上
江
池
野
月

鎌
鎌
三
亀
柴
村
井
藤
菊
北
吉

武田

武田

? 



2004 5月号応報おおず

生活安全二ユース

申史認議拘紙偽
署員~^が常駐し地域(;)安全を守'1号ます 1

3月12日に聞所式

担
当
地
区
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り

企大洲署長 (右)に向かい誓いの
ことばを述べる中央交番の署員

若
宮
に
あ
っ
た
肱
北
交
番
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
旧
大
洲
警
察
署
跡
地

に
交
番
が
移
転
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
交
番
の
名
称
は
、
「
中
央

交
番
」
で
大
洲
城
を
望
む
歴
史
あ
る

町
並
み
に
配
慮
し
、
土
蔵
風
の
建
物

(
木
造
平
屋
町
2
m
)

に
よ
ろ
い
壁
が

用
い
ら
れ
た
こ
だ
わ
り
の
あ
る
外
観

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
交
番
の
勤
務
員
日
人
が

3
交

代
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
肱
南
、
久

米
、
肱
北
、
喜
多
、
平
、
南
久
米
の

6
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

旧
肱
北
支
番
も

有
効
活
用
し
ま
す

市
で
は
、
旧
肱
北
交
番
に
大
洲
署

と
M
時
間
つ
な
が
る
テ
レ
ビ
電
話
を

設
置
し
て
、
地
域
の
防
犯
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ρ 

自
動
車
事
故
に
遵
っ
た
人
と

そ
の
家
族
の
た
め
の
制
度

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
の
脳
損

傷
や
脊
髄
損
傷
を
受
け
、
常
時
・

閲
時
介
護
の
必
要
が
あ
る
人
の
家

族
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
(
共
済
)

で
次
の
後
遺
障
害
区
分
に
相
当
し

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
に
介
護

料
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
遺
児
な
ど
に
対
す

る
貸
付
(
無
利
子
)
も
従
来
ど
お

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

n『

だまされないよう気を付けて!
[海外宝くじjのダイレクトメールにご用心

月白 特 。
額賠 I介
6責 種護
8認 料
A、定支
1 -; 1 給
3 ;;級
6 品 3

8 ¥ ~ 
8 λ人
口ぴ

両相
当
者

E
種
自
賠
責
認
定
l
級

3
1
4
号
及
び
相

当
者
月
額

5
8
、
5
7
0
円
i

1
0
8
、
0
0
0
円

皿
種
白
賠
責
認
定
2
級
3
1
4
号
及
び
相

当
者

大洲警察署管内でオースト

ラリア、 ドイツなど海外で発行

された宝くじを購入するよう

求めるダイレクトメールが郵

送されているようです。

当選したと思わせる表現で宝

くじの購入代金をだまし取られる恐れもあります。

また、業者は海外であり返金や解約などが困難で

す。「海外宝くじ」のダイレクトメールには十分気

をつけましょう。

海外宝くじは、囲内での販売、取り次ぎ、

授受が刑法第 187号で禁止されています。

大洲警察署 ft 25 -1111 

月
額

8 

2
9
、
2
9
0
円
1

5
4
、0
0
0
円

av交
通
遺
児

(中
学
卒
業
ま
で
)

に
対
す
る
無
利
子
賞
付

一
時
金

は
じ
め

1
5
5
、
0
0
0
円

毎
月
額

2
0
、
0
0
0
円

小
学
校
・

中
学
校
入
学
支
度
金

4
4
、0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
愛
媛
支
所
業
務
課
(
松
山
市
)

8
0
8
9
・
9
2
5
・
0
7
0
8

松山自動車保険
請求相談センター
専門の相談員がご椙談に応じます

損害保険一般のご相談も受付します。

(社)日本損書保院協会四国支部
http://www.sonpo.or.jp 

E亙.__~;.._-E f::Ci事戸田富I
E璽醒瞳臨園園璽圃



2004 5月号~聾ああず

そ
の
土
地
で
と
れ
た
も
の
を
そ
の
土
地
で
昧
わ
う

地
忌
地
泊

大
洲
産
大
豆
1
0
0
%使
用
の
と
う
ふ
発
売

自
然
の
暁
わ
い

大
洲
産
大
豆
を

1
0
0
%
使
用
し

た
豆
腐
が
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
の
農
協
系
庖
舗
で
も
販
売
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
土
地
利
用
型
作
物
推
進
協

議
会
(
矢
野
丸
吉
会
長
)
で
は
、
安

心
し
て
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
安
全

な
食
材
の
生
産
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
内
の
豆
腐

製
造
業
者
の
協
力
を
得
て
、
大
洲
産

大
豆
を
使
っ
た
木
綿
豆
腐
の
商
品
化

に
成
功
し
ま
し
た
。

豆
腐
作
り
に
適
し
た
品
種
「
福

豊
」
を
使
い
大
豆
約
初
旬
か
ら
豆
腐

約

1
2
0
丁

(
l
丁

4
0
0
g
)
が

毎
日
作
ら
れ
、
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
さ
が
特
徴
で
、

湯
豆
腐
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
調
理
法
が

大
豆
本
来
の
味
を
引
き
立
て
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。
有
機
栽
培
の
大
豆
や

天
然
に
が
り
を
使
用
し
、
「
よ
り
安

全
で
、
い
い
も
の
を
作
り
た
い
」
と

い
う
豆
腐
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

食
と
い
う
文
化
を
受
け
継
ぐ

地
産
地
消
と
は
、
「
地
域
生
産
・
地

域
消
費
」
を
略
し
た
言
葉
で
、
地
域
で

生
産
さ
れ
た
野
菜

・
肉

・
魚
な
ど
の
食

お知らせ

1 
子

号
室

自
主

主
ん ~

B 
フィ恥昌伊町

大洲城やウ飼いの背景デザイ ンに

「大洲大li(だいす、だいず‘)Jと書か

れたラベルが大洲産大豆 100%使用

の目印

τr-戸

材
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
意

味
で
す
。
土
地
の
気
候
風
土
に
合
っ
た

農
産
物
を
新
鮮
な
う
ち
に
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
作
る
人
と
食
べ
る
人
と
が
お

互
い
に
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と

や
、
消
費
者
が
安
全
性
を
白
分
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
地
産

地
消
の
魅
力
で
す
。

人
々
が
暮
ら
す
地
域
と
、
そ
こ
で

と
れ
る
食
材
と
は
と
て
も
深
い
関
わ

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
、
食
べ
た
も
の
と
農
業
の

つ
な
が
り
を
知
り
、
地
域
の
農
業
や

食
文
化
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
大
洲
の
食
文
化
を
守
り
、

子
や
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

も
、
地
域
と
食
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
え
、

「地
産
地
消
」
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
農
政
係

8
@
2
1
1
1
(内
線

2
3
0
)

あ
な
た
の
応
急
手
当
が
命
を
救
う
!

救
急
法
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か

消
防
署
で
は
、
救
急
法
講
習
「
市

民
救
急
員
養
成
講
座
」
を
毎
月

1
回、

無
料
で
開
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実

施

日

5
月
辺
日
出

6
月
初
日
制

7
月
口
日
出

8
月
辺
日
同

9
月
ロ
日
間

時

間

午
前
9
時
1
正
午

実
施
場
所

大
洲
消
防
署

講
習
内
容

気
道
確
保
の
方
法
(
意

識
が
な
い
場
合
)
、
人
工
呼
吸
法

(呼
吸
が
止
ま

っ
て
い
る
場
合
)
、

4月か5

「総額表示方式Jがスタート!

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、

法
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
消
防
署
(
救
急
係
)

包

@
0
1
1
9

平成 16年 4月から、消費税相当額 (含む地方消費税

相当額)を含んだ支払総額の表示を義務付けた「総額表

示方式」が始まりました。これまでは、レジで請求され

るまで消費税を含めて最終的にいくら支払えばいいのか

分かりにくく 、また、同ーの商品やサービスでありなが

ら「税抜価格表示」と「税込み価格表示」が混在してい

たため価格を比較しづらくなっていました。

今回の総額表示の義務付けは、「値札」や「広告jな

どで価格を表示する場合、消費税を含んだ支払総額を表

示し、消費者の煩わしさを解消することを目的としてい

ます。事業者や消費者のみなさんのご理解とご協力をお

願いします。

止
血

9 
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児童手当について

9
月
初
日
ま
で
に
請
求
し
ま
し
ょ
う

平
成
同
年
4
月
か
ら
、
児
童
手
当

の
支
給
対
象
が
「
就
学
前
か
ら
小
学

3
年
生
ま
で

(
9
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
ま
で
)
」
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
支
給
対
象
に
該
当
す
る
人
は

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
児

童
が
い
る
世
帯
に
は
個
別
通
知
し
ま

す。

所得制限限度額表

扶養親族などの数 所得制限限度額(万円)。人 301 

l 人 339 

2 人 377 

3 人 415 
4 人 453 

5 人 491 

国民年金に加入している人

*
左
表
の
と
お
り
所
得
制
限
が
あ

り
、
所
得
が
制
限
額
を
超
え
る
人
は
、

請
求
し
て
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
平
成
同
年
度
小
学
校
入
学
児
童

(
平
成

9
年

4
月

2
日
生
ま
れ

i

平
成
凶
年
4
月

1
日
生
ま
れ
)
の

児
童
手
当
を
、

平
成
時
年
3
月
分

厚生年金に加入している人

扶養親族などの数 所得制限限度額(万円)。人 460 
l 人 498 

2 人 536 
3 人 574 
4 人 612 

5 人 650 

ま
で
大
洲
市
で
受
給
し
て
い
た
保

護
者
の
場
合

資
格
は

4
月
以
降
も
継
続
す
る
の

で、

手
続
き
は
不
要
で
す
。
(
個
別

通
知
は
し
ま
せ
ん
)

②
平
成
時
年
度
小
学
校

2
・
3
年
生

児
童
(
平
成

7
年

4
月
2
日
1
平

成

9
年

4
月

1
日
生
ま
れ
)
の
保

護
者
で
、

現
在
就
学
前
児
童
の
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

額
改
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

額
改
定
詰
求
書
は
、

6
月
初

旬
に
現
況
届
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社

会
福
祉
課
ま
た
は
各
連
絡
所
ヘ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
同
年
度
小
学
校
1
・
2
・
3
年

生
児
童
(
平
成

7
年

4
月
2
日
i

平
成
叩
年
4
月

1
日
生
ま
れ
)
の

保
護
者
で
、

現
在
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
人

認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い。

認
定
請
求
書
は

4
月
下
旬
頃
送

10 

付
す
る
予
定
で
す
。

*
厚
生
年
金
加
入
者
は
、
同
封
の
年

金
加
入
証
明
書
が
必
要
で
す
。

*
平
成
日
年
1
月

1
日
現
在
、
大
洲

市
に
住
所
が
な
か
っ
た
人
は
平
成

日
年
度
所
得
証
明
書
、
平
成
同
年

l
月

1
日
に
大
洲
市
に
住
所
が
な

か
っ
た
人
は
平
成
同
年
度
所
得
証

明
書
が
必
要
で
す
。
住
所
が
あ
っ

た
市
町
村
役
場
か
ら
取
り
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

*
児
童
が
市
外
に
別
居
し
て
い
る
場

合
は
、
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民

票

(
本
籍
・
続
柄
記
載
の
も
の
)

が
必
要
で
す
。

*
事
情
に
よ
り
市
役
所
へ
来
庁
で
き

な
い
方
は
、
郵
便
に
て
受
け
付
け

ま
す
の
で

一
度
、
社
会
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

9
月
初
日
同

期
限
を
過
ぎ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
!

期
限
内
に
請
求
し
、
認
定
さ
れ

た
人
に
は
、
平
成
同
年

4
月
分
か

ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
期

限
後
に
請
求
し
た
場
合
は
、
支
給
開

始
が
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
添
付

書
類
の
準
備
に
時
間
が
か
か
る
場
合

は、

9
月
初
日
ま
で
に
請
求
書
の
み

提
出
し
、
後
日
不
足
書
類
を
提
出
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

A
-
6
月
刊
日
ま
で
に
通
知
が
な
い
人

(
①
に
該
当
す
る
人
を
除
く
)
は

社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

し

A
V
⑦
③
に
該
当
す
る
人
で
、
受
付
期

限
内
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る

人
は
、
転
出
前
に
請
求
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

。
公
務
員
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
庶
務
係

mu
@
2
1
1
1
(内
線

1
8
1
)
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引
の
ん
砂
で
さ
さ
え
る

小
さ
付
。
命

引
の
ん
砂
で
育
Z
る

大
き
砂
未
来

5
月
5
日
は
「
子
ど
も
の
日
」

そ
し
て
、

5
日
か
ら
の

一
週
間
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

近
年
、
少
子
化
の
進
行
、
共
働
き

家
庭
の
一
般
化
な
ど
、
児
童
や
家
族

を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
た

ち
と
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
家
庭
や

社
会
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

心豊かに

+ j~ 月は赤十字社員
増強運動月間

5月は 「赤十字社員増強運動月間」として、
社員増強、社費募集運動を実施します。例年

どおリ、各区長を通じて行いますので、赤十

字運動の趣旨をご理解いただき、ご支援、ご

協力をお願いします。

か
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
の
周
り
に
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
私
た
ち
の
固
と
未
来
を
支
え

る
大
切
な
力
で
す
。
子
ど
も
を
持
ち

た
い
人
が
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
国
や
地
方
公
共
団

体
を
は
じ
め
、
企
業
、
地
域
社
会
を

含
め
た
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ありがとうござL、ました吋
平成15年度の社費・寄付金

4，966，460円
ご協力いただいた皆さんに深<感謝いたし

ます。皆さんからお寄せいただいた社費・寄

付金は、国際活動、災害救護活動、医療事業

などに幅広く活用されています。

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
、
電
話
相
談
(
面
接
相
談

も
可
)
を
実
施
し
ま
す
。

い
じ
め
、

体
罰
、
登
校
拒
否
、
親
子
関
係
、
家

庭
生
活
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
8
日
同

午
前
日
時
1
午
後
3
時

電
話
番
号
8
0
8
9
・
9
4
1
・
6
2
7
2

※
当
日
の
み
の
特
設
電
話

場
所

愛
媛
弁
護
士
会
館
(
松
山
市
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
弁
護
士
会

8
0
8
9
・
9
4
1
・
6
2
7
9

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、

5
月

5
日
の
子
ど
も
の
日
を
中
心
に
し
て

「
子
ど
も
の
日
記
念
無
料
相
談
」
を

全
国
弁
護
士
会
で
実
施
し
、
子
ど
も

の
人
権
侵
害
救
済
の
た
め
の
相
談
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
街
に
・

先
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
い
た
ら
、
あ
る
高
校
の
卒
業
生
た

ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
力

し
て
街
路
樹
の
根
元
を
固
め
て
い
ま

し
た
。
新
し
く
完
成
し
た
街
路
若
宮

東
大
洲
線
(
市
道
田
口
徳
森
線
)
の

両
側
に
植
え
ら
れ
た
街
路
樹
の
根
元

に
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
(
市
内
の

間
伐
材
と
特
殊
樹
脂
等
を
混
ぜ
た
も

の
で
雑
草
が
生
え
る
の
を
防
ぐ
)
を

し
て
い
た
の
で
す
。

次
の
目
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
が
て
ら

出
か
け
て
み
る
と
、
本
当
に
す
ば
ら

し
い
道
路
が
真
っ
す
ぐ
延
び
て
い
ま

す
。
両
側
に
植
え
ら
れ
た
コ
ブ
シ
の

木
は
根
元
を
や
さ
し
く
守
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

コ
ブ
シ
の
木
は
、
全
部
で

1
0
6

本
植
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
見

事
な
「
コ
ブ
シ
ロ

l
ド
」
に
な
る
だ

ろ
う
と
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

少
し
足
を
の
ば
し
て
、
の
ん
び
り

歩
い
て
い
る
と
、
こ
の
街
路
は
、
あ

る
こ
と
が
他
と
違
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
歩
道
と
車
道
の

境
目
に
段
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
道
路
づ
く
り
に
バ
リ

ア
フ
リ
l
の
考
え
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

最
近
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
バ
リ
ア
は
障

壁
、
フ
リ
ー
は
自
由
の
意
味
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
「
身
体
障
害
者

や
高
齢
者
が
生
活
を
営
む
上
で
支
障

が
な
い
よ
う
に
商
品
を
作
っ
た
り
、

建
物
を
設
計
し
た
り
す
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
o
」

と
い
う
意
味
で
す
。

簡
単
に
言
え
ば
、
だ
れ
も
が
同
じ

よ
う
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
で
作
ら
れ

た
広
い
ト
イ
レ
、
歩
き
や
す
い
歩
道
、

自
動
ド
ア
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の

設
備
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
皆
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の

生
活
に
も
役
立
ち
、
少
し
ず
つ
住
み

よ
い
街
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
設
備
が
で
き
て
い
る
の

に
、
車
椅
子
専
用
駐
車
場
に
止
め
て

あ
る
車
椅
子
マ
1

ク
の
な
い
車
、
点

字
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
の
上
に
止
め
ら
れ
た
自

動
車
、
歩
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
駐
輪

し
た
自
転
車
な
ど
を
見
か
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
ん
で
い
な
い
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
人
権
感
覚
が

磨
か
れ
、
心
の
バ
リ
ア
は
な
く
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
に
も
住
み
よ
い
、
心
豊
か
で

人
権
の
守
ら
れ
た
街
に
す
る
た
め
に

は
、
さ
ら
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
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不在者投票について

1 .郵便などによる不在者投票の対象者の拡大
今回の改正により、介護保険上の要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分
が 「要介護5Jである者として記載されている人が、新たに郵便などによる不在者投票を
することができるようになりました。
郵便などによる不在者投票の手続きは次のとおりです。「郵便等投票証明書」は投票の
際に必ず必要となりますので、対象となる人は申請してください。

[1 ]郵便等投票証明書の交付申請
投票に先立って、郵便などによる不在者投票をすることがで
きる者であることを証明する 「郵便等投票証明書」の交付を、
名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会に申請します。

[ 2]投票手続き

請求書
(署名必要)

選挙人

介護保険の
被保険者証

②郵便などで送付

郵便等投票証明書

E青

申請書
(署名必要)

①申

郵便等投票証明書

名簿量録地の

市区町村

選挙管理委員会

選挙人

①投票用紙・投票用封筒の請求

投票用紙 ・投票用封筒

<I郵便などで送付 F 

自票用紙。投票用封簡

名簿登録地の

市区町村

選挙管理委員会

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
変
わ
り
ま
す
!

2.郵便などによる不在者投票における代理記載制度の創設
郵便などによる不在者投票をすることができる選挙人で、自ら投票の記載をすることが
できない者として定められた次の (1 )または (2 )に該当する人は、あらかじめ市区町
村の選挙管理委員会の委員長に届け出た者(選挙権を有する者に限る。)に投票に関する記
載をさせることができるようになりました。

(1)身体障害者福祉法上の身体障害者で、身体障害者手帳に上肢または視覚の障害の程
度がl級である者として記載されている人
( 2 )戦傷病者特別援護法上の戦傷病者で、戦傷病者手帳に上肢または視覚の障害の程度
が特別項症から第2項症までである者として記載されている人
代理記載の方法による投票を行うためには、郵便等投票証明書の交付申請に加えて、[1 1 
[ 2 ]の手続きを行っておく必要があります。これらの手続きは同時に行うことが可能です。
また投票手続きは [3 ]のとおりです。

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「代
理
記
載
制
度
」
が
新
た
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
時
年
3
月
1
日
以
降
に
公
示
又
は
告
示
さ
れ
る

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

[ 2]代理記載となるべき者の届出の手続 [ 1 ] j~理記載の方法による投票を 11うことができる者であることの証明手続
選挙人に代わって投票に関する記載を行う「代理記載人」と 郵便等投票証明書に代理記載の方法により投棄を行うことがで

なるべき者を届け出ます。 北よな理るる宣記べ同誓載意き書者書人と
きる者である旨の記載を受けます。

申請書 郵投便票等 身韓手体信陣障病1害者1I 者届出書 郵投便等票

(署名不要)証明書 ft理論人 (署名不要)証明書 手帳

名簿畳録i自の (側吋山提~ ) 名簿萱録地の ①申請

市区町村
①届出 市区町村 郵便等投票証明書

選挙管理委員会
郵便等投票証明書 選挙人 選挙管理委員会 (傾誠慨による蜘行うことが) 選挙人

(仕理記載人t~るべき者自民名が記置) できる者である旨が記載

②郵便などで送付 ②郵便などで送付

京この手続を郵便等投票証明書の交付申請と同時に行う場合には、
郵便等投票証明害の交付申請書への署名は不要です。

[ 3]代理記載の方法による投票手続き

請求書
(代理記載人の署名必要) 郵便等投票証明書

①投票用紙・投票用封筒の請求
名簿畳録i自の

投票用紙・投票用封筒 選挙人 代理記載人
市E町村

選挙管理委員会
②郵便などで送付

投票用紙・投票用封筒 投票用封筒 記載済み
(代理記載人的署名必要1.ー 投票用紙

④郵便などで送付 ③現在する場用所において、代指封理記す載人
は 投名票を 紙載表に選、に挙投署人が ー る候補者後 記 し 票名用可筒てに入れ
た、その面

3.罰則
代理記載人が選挙人の指示する候補者名を記載しなかった等の場合には、
固または30万円以下の罰金に処せられます。
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串
忠
崎
白
白

人事異動の基本方針
1 市町村合併を控え、拡大する組織の円滑な
運営と事務処理の効率化に備えるため、機構・
組織の一部見直しを行なう。また、各種事務
事業の調整に短期集中的に取り組むため、職
員の異動は必要最小限に留める。

2 新たな時代に対応するため、女性職員の積
極的な登用を図るとともに、適材適所主義の
原則に立ち、有能な人材を抜擢し、職場の活
性化を図る。

O
印
は
昇
任
、
(
)
は
旧
任
で
す
。

本

庁

関

係

{部
長
級
】

V
総
務
商
工
部
付
部
長
待
遇
兼
市

町
村
合
併
推
進
担
当
/
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
小
島
健
市
(
部
長
待
遇

兼
市
町
村
合
併
推
進
室
長
/
同
協
議

会
品
)
{副
部
長
級
】

V
総
務
商
工
部
副
部
長
兼
総
務
課
長

O
上
村
孝
贋
(
総
務
財
政
課
長
)

V

福
祉
保
健
部
副
部
長
兼
市
民
課
長

O

白
石
隆
蕎
(
社
会
福
祉
課
長
兼
福
祉

市職員人事異動

3 南予地域の観光振興を目的に開催する「え
ひめ町並博 2004Jのイベン卜推進のため、
引き続き愛媛県ヘ職員 1人を派遣する。また、
市町村合併等地方分権化の進展に伴い、新た
な住民ニーズや情勢変化に対応した行政施策
の展開や、新たなまちづくり活動に関する知
識を備える職員を養成するため、財団法人え
ひめ地域政策研究センターヘ職員 1人を派遣
する。

市
職
員
2
2
5
人
が

4
月
1
日
付
で
異
動

員
係
長
)

V
総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
係
長
篠

原
雅
人
(
総
務
財
政
課

長
補
佐
兼
行
政
係
長
)

V
財
政
課
長
補
佐
松

本

一
繁
(
市
町
村
合
併

推
進
室
次
長
/
大
洲
喜

多
合
併
協
議
会
)
V
会

計
課
長
補
佐
兼
用
度
係

長

蔵

田
伸

一
(
同
・

課
長
補
佐
)

V

税
務

課
長
補
佐
兼
固
定
資
産

税
第
1
係
長

O
篠
原
喜

英
(
農
林
課
主
任
専
門

員
兼
農
林
構
造
改
善
係

長
)

V
企
画
情
報
課
長

補
佐
兼
国
際
交
流
係
長
兼
男
女
共
同

参
画
係
長
赤
坂
知
之
(
企
画
情
報

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
男
女
共
同

参
画
係
長
)
V
商
工
観
光
課
長
補
佐

兼
ま
ち
づ
く
り
対
策
第
2
係
長

O
武

田
康
秀
(
同
・
主
任
専
門
員
兼
ま
ち

づ
く
り
対
策
第
2
係
長
)

V
市
町
村

合
併
推
進
室
次
長

O
新
穂
哲
徳
(
農

林
課
主
任
専
門
員
兼
農
政
第

l
係

長
)

V
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
兼
在
宅

福
祉
第
l
係
長

O
丸
山
幸
宏
(
同

・

主
任
専
門
員
兼
在
宅
福
祉
第
2
係

長
)

V
建
設
課
長
補
佐

O
森
野
啓
二

(
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
体
育
課

4 機構などについて
(1 )市町村合併に伴い拡大する財政 ・管理
部門に備えるとともに、市制施行50周年
記念事業など当面する事務に対応するため
総務財政課を「総務課Jと「財政課」に分
割するとともに、市民生活の安全確保を推
進するため、総務課に 「地域安全係Jを設
置する。
(2)組織の連携強化による事務処理の迅速
化を図るため、「市民課jを「福祉保健部」
の所管とする。
(3)営繕業務の効率化の推進と市営住宅に
関する業務の一元化を図るため、「建築住
宅課Jを新設する。
(4)人権啓発の促進と市民の体力増進を推
進するため、教育委員会「社会教育体育課J
を 「生涯学習課」と 「市民体育課jに分割
する。
(5)高齢者に対する適切な介護支援の充実
を図るため、 高齢福祉課に「基幹型在宅介
護支援センター」を設置する。
(6)複雑化、多様化する行政需要に適切に対
応するため、総務商工部と福祉保健部に「副
部長Jを設置する。

事
務
所
次
長
)

【
課
長
級
】

V
財
政
課
長

O
松
団
員
(
総
務
財

政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)
V
税
務

課

長

松

田

宗

彦

(

市

民

課

長

)

V
市
町
村
合
併
推
進
室
長
/
大
洲
喜

多
合
併
協
議
会

O
山
田
隆
司
(
同
・

主
幹
兼
次
長
/
同
協
議
会
)
V
社
会

福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長

O
二

宮
隆
久
(
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)

V
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
大
石
徹
男
(
大
洲
・
喜

多
衛
生
事
務
組
合
清
流
園
長
)
V
建

築
住
宅
課
長

O
和
田
博
(
都
市
整
備

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
)

V
大
洲
学
園
長

O
金
野
茂
生
(
水
道

課
長
補
佐
)

V
教
育
委
員
会
・
総
務

課
長
二
宮
貞
幸
(
大
洲
市
・
喜
多

郡
町
村
組
合
派
遣
/
大
洲
市
・
長
浜

町
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V
教
育
委

員
会

・
生
涯
学
習
課
長
水
井
政
信

(
同
・
社
会
教
育
体
育
課
長
)
V
教

育
委
員
会
・
市
民
体
育
課
長

O
谷
岡

明
(
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)

【
課
長
補
佐
級
】

市
長
公
室
次
長
兼
職
員
第
l
係
長

O

武
知
省
吾
(
同
・
主
任
専
門
員
兼
職

主
任
専
門
員
兼
社
会
体
育
係
長
)

V

都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
第

l
係
長
上
田
信
幸
(
同
・
課
長
補

佐
兼
都
市
計
画
係
長
)

V
建
築
住
宅

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

O
松
岡
千
恵

子
(
社
会
福
祉
課
事
務
専
門
員
兼
庶

務
係
長
)
V
建
築
住
宅
課
長
補
佐
兼

建
築
係
長
蔵
本
和
孝
(
商
工
観
光

課
長
補
佐
)
V
水
道
課
長
補
佐
兼
工

務
第
1
係
長

O
矢
野
久
志
(
同
・
主

任
専
門
員
兼
工
務
第

1
係
長
)

V

水
道
課
長
補
佐

O
堺
孝
司
(
農
業

委
員
会
事
務
局
主
任
専
門
員
兼
農
地

係
長
)

V
大
洲
学
園
長
補
佐
兼
庶
務

係
長
兼
職
業
指
導
係
長
西
川
博
治

(
同
・
園
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)

V

教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
長
補
佐

O
村
田
泰
志
(
総
務
財
政
課
主
任
専

門
員
兼
財
政
第
1
係
長
)

V
教
育
委

員
会
・
生
涯
学
習
課
長
補
佐
西
山

茂

寿

(
同

・
社
会
教
育
体
育
課
長
補

佐
)

V
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
教
育
室
長
兼

人
権

・
同
和
教
育
係
長
亀
井
要
和

(
同
・
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼

人
権
・
同
和
教
育
室
長
兼
人
権
・

同

和
教
育
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・

市

民
体
育
課
長
補
佐
沼
田
英
輔
(
同
・

社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
)

V
教
育

委
員
会

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長

13 
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市職員人事異動

兼
庶
務
係
長
山
本
幸
一
(
同
・
社

会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
新
谷
公

民
館
係
長
兼
新
谷
連
絡
所
長
)

V
議

会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長
新
野

武
男
(
議
会
事
務
局
次
長
)

V
大
洲

喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組

合
派
遣
/
と
み
す
寮
施
設
次
長
松

本
政
志
(
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育

課
長
補
佐
)

V
大
洲
市

・
喜
多
郡
町

村
組
合
派
遣
/
大
洲
市
・
長
浜
町
環

境
セ
ン
タ
ー
所
長
梅
原
行
雄
(
教

育
委
員
会

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
次

長
兼
庶
務
係
長
)

V
財
政
課
主
任
専

門
員
兼
財
政
第
l
係
長

O
城
戸
弘
一

(
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
財
政

第
2
係
長
)

V
社
会
福
祉
課
主
任
専

門
員
兼
児
童
福
祉
係
長

O
柁
原
宏
志

(同
・
事
務
専
門
員
兼
児
童
福
祉
第

l
係
長
)

V
建
設
課
主
任
専
門
員
兼

王
務
第
1
係
長

O
村
上
芳
邦
(
同
・

技
術
専
門
員
兼
工
務
第
2
係
長
)

V

建
設
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
2
係

長
白
石
良
一
(
農
林
課
主
任
専
門

員
兼
工
務
第
2
係
長
)
V
建
設
課
主

任
専
門
員
兼
管
理
第
1
係
長

O
毛
利

裕
司
(
治
水
課
事
務
専
門
員
兼
管
理

第
l
係
長
)

V
建
設
課
主
任
専
門
員

兼
工
務
第
3
係
長

O
谷
川
剛
(
治
水

課
技
術
専
門
員
兼
工
務
係
長
)

V
水

道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
2
係
長

井
口
康
徳
(
建
設
課
主
任
専
門
員

兼
工
務
第
l
係
長
V
農
林
課
主
任
専

門
員
兼
工
務
第
2
係
長
石
丸
禎
時

(
水
道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
2

係
長
)

V
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民

館
主
任
専
門
員
兼
係
長
木
村
昭
博

(
税
務
課
主
任
専
門
員
兼
固
定
資
産

税
第
l
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・
新

谷
公
民
館
主
任
専
門
員
兼
係
長
兼
新

谷
連
絡
所
長
大
野
直
(
高
齢
福
祉

課
主
任
専
門
員
兼
在
宅
福
祉
第
l
係

長
)

V
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合

派
遣
/
清
流
園
長

O
松
本
徹
(
大
洲

喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組

合
派
遣
/
と
み
す
寮
事
務
専
門
員
兼

事
務
第
1
係
長
)

{
専
門
員
】

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
地
域
安
全

係
長
冨
田
徹
(
総
務
財
政
課
事
務

専
門
員
兼
文
書
係
長
兼
交
通
安
全
係

長
)

V
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
管
財

係
長
久
保
明
敬
(
総
務
財
政
課
事

務
専
門
員
兼
管
財
係
長
)

V
市
民
課

事
務
専
門
員
兼
市
民
第
2
係
長

O
松

本
幸
子
(
同
・
市
民
第
2
係
長
)

V

市
民
課
事
務
専
門
員
兼
市
民
第
l
係

長
武
田
真
彦
(
大
洲
学
園
事
務
専

門
員
兼
職
業
指
導
係
長
)
V
市
民
課

事
務
専
門
員
兼
戸
籍
第
1
係
長

楠

野
修
(
同
・
事
務
専
門
員
兼
戸
籍
係

長
)

V
企
画
情
報
課
事
務
専
門
員
兼

電
算
第
2
係
長

O
福
居
長
幸
(
同

・

電
算
第
2
係
長
)

V
企
画
情
報
課
事

務
専
門
員
兼
企
画
係
長
兼
情
報
統
計

係
長

O
上
野
康
広
(
同
・
国
際
交
流

係
長
兼
情
報
統
計
係
長
)

V
商
工
観

光
課
事
務
専
門
員
兼
商
工
観
光
第
1

係
長

O
矢
野
晃
(
同
・
商
工
観
光
第

-
係
長
)
V
保
険
環
境
課
事
務
専
門

員
兼
老
人
保
険
係
長

O
久
保
田
和
子

(同

・
老
人
保
険
係
長
)

V
社
会
福

祉
課
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長

O
松

波
節
子
(
会
計
課
用
度
係
長
)

V
都

市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼
事
業
係
長

O
大
久
保
敬
二
(
同

・
事
業
係
長
)

V
建
築
住
宅
課
事
務
専
門
員
兼
公
営

住
宅
係
長

O
大
藤
美
樹
(
監
理
課
公

営
住
宅
係
長
)
V
下
水
道
課
事
務
専

門
員
兼
業
務
第
2
係
長

O
山
下
和
広

(
下
水
道
課
業
務
第
2
係
長
)

V
農

林
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
構
造
改
善

係
長

O
矢
野
雅
之
(
総
務
財
政
課
広

報
広
聴
係
長
)
V
農
業
委
員
会
事
務

局
事
務
専
門
員
兼
農
政
第
1
係
長

O

田
中
美
知
子
(
同

・
事
務
局
農
政
第

1
係
長
)

【
係
長
級
】

市
長
公
室
職
員
第
2
係
長

O
田
中
宏

明
(
同
・
主
査
)

V
総
務
課
文
書
係

長
兼
広
報
広
聴
係
長
坪
内
修
(
大

川
公
民
館
係
長
兼
大
川
連
絡
所
長
)

V
財
政
課
財
政
第
2
係
長

窪
田
敬

(
建
設
課
管
理
第
l
係
長
)

V
税
務

課
収
納
第
1
係
長
金
津
功
(
柳
沢

公
民
館
係
長
兼
柳
沢
連
絡
所
長
)

V

税
務
課
市
民
税
第
l
係
長
門
多
広

樹
(
同
・
市
民
税
係
長
)

V
税
務
課

市
民
税
第
2
係
長

O
徳
永
吉
和
(
同
・

主
査
)

V
市
民
課
戸
籍
第
2
係
長

O

門
多
美
千
代
(
同

・
総
括
主
査
)
V

市
民
課
市
民
第
3
係
長

O
蔵
本
由

美
子
(
同
・
総
括
主
査
)
V
高
齢
福

祉
課
在
宅
福
祉
第
2
係

長

山

本

稔
(
市
民
課
市
民
第
l
係
長
)

V
保

健
セ
ン
タ
ー
予
防
係
長
三
瀬
浩
之

(
税
務
課
収
納
第
1
係
長
)

V
建
設

課
工
務
第
4
係
長
蔵
本
茂
樹
(
同
・

工
務
第
3
係
長
)
V
都
市
整
備
諜
都

市
計
画
第
2
係
長

O
上
田
規
男
(
都

市
整
備
謀
総
括
主
査
)

V
農
林
課
農

政
第
1
係
長
河
野
秀
伴
(
平
野
公

民
館
係
長
兼
平
野
連
絡
所
長
)

V
治

水
課
工
務
係
長

O
小
泉
純
也
(
建
設

課
主
査
)

V
治
水
課
管
理
第
l
係
長

信
尾
肇
典
(
同
・
管
理
第
2
係
長
)

V
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
長
脇
坂
剛
(
同

・
社
会
教

育
体
育
課
社
会
教
育
係
長
)

V
教
育

委
員
会
・
市
民
体
育
課
市
民
体
育
係

長

O
吉
岡
宏
(
保
険
環
境
課
主
査
)

V
平
野
公
民
館
係
長
兼
平
野
連
絡
所

長
O
信
尾
健
一
(
税
務
課
主
査
)
V

大
川
公
民
館
係
長
兼
大
川
連
絡
所
長

O
神
田
達
也

(
税
務
課
主
査
)
V
柳

沢
公
民
館
係
長
兼
柳
沢
連
絡
所
長

谷
野
勝
則
(
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉

第
2
係
長
)

V
監
査
事
務
局
庶
務
係

長
(
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
)
向
井

一
代
V
農
業
委
員
会
農
地
係
長

O
森

泰
範
(
都
市
整
備
課
主
査
)
V
税
務

課
総
括
主
査
窪
容
江
(
企
画
情
報

謀
総
括
主
査
)

V
市
民
課
総
括
主
査

O
大
井
麻
美
(
監
理
課
主
査
)
V
建

設
課
総
括
主
査

O
中
岡
和
子
(
同
・

主
査
)

V
都
市
整
備
課
総
括
主
査
O

佐
々
木
陽
子
(
同
・
主
査
)

V
大
洲

学
園
総
括
主
査

O
池
田
文
昭
(
農
林

課
主
査
)

V
清
和
国
総
括
主
査

O
井

上
多
美
子
(
同
・
主
査
)

V
議
会
事

務
局
総
括
主
査

O
谷
測
由
加
里
(
高

齢
福
祉
課
主
査
)

【
主
査
}

総
務
商
工
部
付
主
査
/
愛
媛
県
派
遣

O
大
塚
茂
央
(
同

・
上
級
主
事
/
愛

媛
県
派
遣
)

V
財
政
課
主
査

O
谷
本

晃
一
(
総
務
財
政
課
上
級
主
事
)

V

税
務
課
主
査

O
都
築
祐
司
(
同
・
上

級
主
事
)

V
税
務
課
主
査

O
小
泉
貴

司
(
社
会
福
祉
課
上
級
主
事
)

V
企

画
情
報
課
主
査

O
信
尾
美
砂
(
社
会

14 

福
祉
課
上
級
主
事
)

V
保
険
環
境
課

主
査

O
西
尾
慎
一
(
教
育
委
員
会
・

社
会
教
育
体
育
課
上
級
主
事
)

V
保

険
環
境
課
主
査

O
松
中
隆
(
同
・
上

級
主
事
)

V
社
会
福
祉
課
主
査

O
竹

田
晃
代
(
税
務
課
上
級
主
事
)

V
社

会
福
祉
課
主
査

O
西
隅
友
博
(
同
・

上
級
主
事
)

V
高
齢
福
祉
課
主
査

O
祖
母
井
陽
子
(
大
洲
学
園
上
級
主

事
)
V
都
市
整
備
課
主
査

O
引
野
伸

昭
(
同
・
上
級
技
師
)

【
主
事
な
ど
】

V
商
工
観
光
課
上
級
主
事

O
土
井
修

司
(
同
・
主
事
)

V
商
工
観
光
課
上

級
主
事

O
村
中
元
(
同

・
主
事
)

V

高
齢
福
祉
課
上
級
主
事

O
山
田
淳

(
同
・
主
事
)
V
水
道
課
上
級
技
師

O
大
塚
功
二
(
同

・
技
師
)
V
農
林

課
上
級
主
事

O
磯
崎
英
一
(
同

・
主

事
)
V
教
育
委
員
会

・
生
涯
学
習
課

上
級
学
芸
員
O
岡
崎
壮

一
(
同
・
社

会
教
育
体
育
課
学
芸
員
)

V
教
育
委

員
会
・
生
涯
学
習
課
上
級
主
事

O
尾

崎
真
一
(
同
・
社
会
教
育
体
育
課
主

事
)
V
教
育
委
員
会

・
博
物
館
上
級

学
芸
員

O
白
石
尚
寛
(
同
・
博
物
館

学
芸
員
)

V
総
務
商
工
部
付

(
財
)
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え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
派

遣
河
井
将
志
(
税
務
課
)

V
市
長

公
室
水
沼
ア
キ
(
保
険
環
境
課
)

V
総

務

課

井

上
智
史
(
総
務
財
政

課
)

V
財
政
課
久
保
田
雅
也

(総

務
財
政
課
)

V
財
政
課
水
池
彰
宏

(
総
務
財
政
課
)

V
税

務

課

大

和

田
良
江
(
市
民
課
)

V
税

務

課

大

塚
将
之
(
市
民
課
)

V
市
民

課

田

原
啓
子
(
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育

体
育
課
)
V
市
民
課

中
野
由
紀
(
市

長
公
室
)

V
保
険
環
境
課
中
島
典

子
(
監
査
事
務
局
)

V
社
会
福
祉
課

中
島
稔
(
大
洲
病
院
事
務
課
)

V
建

築
住
宅
課
仲
尾
和
彦
(
都
市
整
備

課
)
V
建
築
住
宅
課
瀧
野
逸
武
(
監

理
課
)

V
水
道
課
上
甲
真
也
(
市

民
課
)

V
水
道
課
西
国
憲
二
(
建

設
課
)

V
農
林
課
矢
野
幸
一
(
水

道
課
)

V
大
洲
学
園
村
井
志
津
香

(
税
務
課
)

V
教
育
委
員
会

・
市
民

体

育

課

信

高

一
仁
(
水
道
課
)

V

大
洲
病
院
事
務
課
崎
石
誠
司
(
農

林
課
)
V
大
洲
学
園
宮
本
恵
子
(
大

洲
病
院
事
務
課
)

V
大
洲
学
園

三

瀬
孝
広
(
清
和
園
)

V
清

和

国

黒

田
博
(
大
洲
病
院
事
務
課
)

V
大
洲

病
院
事
務
課
平
木
恵
美
子
(
喜
多

市職員人事異動

保
育
所
)

V
大
洲
病
院
事
務
課

崎
豊
樹
(
大
洲
学
園
)

{呆

健

師

【
課
長
補
佐
級
}

V
高
齢
福
祉
課
長
補
佐
兼
基
幹
型

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
保

険
業
務
係
長

O
森
澄
子
(
高
齢
福
祉

課
主
任
専
門
員
兼
介
護
保
険
業
務
係

長
)
{係
長
級
}

V
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼

母
子
保
健
係
長
城
戸
千
年
(
保
健

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
保
健
指

導
係
長
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指

導
主
任
兼
成
人
保
健
係
長

O
久
保
京

子
(
南
久
米
連
絡
所
総
括
技
師
)

V

菅
団
連
絡
所
保
健
指
導
主
任

O
白
石

美
月
(
八
多
喜
連
絡
所
総
括
技
師
)

V
新
谷
連
絡
所
保
健
指
導
主
任

O
森

野
加
代
(
新
谷
連
絡
所
総
括
技
師
)

V
南
久
米
連
絡
所
総
括
技
師
松
本

文
子
(
菅
団
連
絡
所
総
括
技
師
)

【
一
般】

V
高
齢
福
祉
課
冨
永
裕
子
(
平

野
連
絡
所
)

V
平
野
連
絡
所
新
穂

サ
チ
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
三
善

連
絡
所

山
口
め
ぐ
み
(
保
健
セ
ン

タ
ー
)

V
八
多
喜
連
絡
所
徳
田
恵

(三
善
連
絡
所
)

保
育
士
な
ど

【課
長
級
】

V
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
大
洲
保
育
所

長
久
保
友
代
(
社
会
福
祉
課
主
幹
兼

喜
多
保
育
所
長
)

【
課
長
補
佐
級
】

V
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
肱
北
保
育

所
長

O
梶
原
恵
都
子
(
主
任
専
門
員 山

兼
肱
南
保
育
所
長
)

V
社
会
福
祉
課

長
補
佐
兼
粟
津
保
育
所
長

O
河
田
都

子
(
主
任
専
門
員
兼
粟
津
保
育
所
長
)

V
主
任
専
門
員
兼
喜
多
保
育
所
長

増
岡
典
子
(
主
任
専
門
員
兼
菅
田
保

育
所
長
)

【
専
門
員
級
】

V
大
洲
学
園
専
門
員
兼
児
童
指
導
係

長

O
菊
地
慶
子
(
菅
田
保
育
所
主
任

保
育
士
)

V
肱
南
保
育
所
長
大
石

あ
い
(
上
須
戒
保
育
所
長
)

V
徳
森

保
育
所
長
浅
野
小
書
枝
(
南
久
米

保
育
所
長
)

V
南
久
米
保
育
所
長

O

長
尾
幸
子
(
新
谷
保
育
所
主
任
保
育

士
)

V
菅
田
保
育
所
長
伊
達
と
も

子
(
大
成
保
育
所
長
)

V
大
成
保
育

所

長

新

川
千
代
子
(
大
洲
学
園
専

門
員
兼
児
童
指
導
係
長
)

V
上
須
戒

保
育
所
長

O
三
宮
隆
子
(
肱
北
保
育

所
主
任
保
育
土
)

【
係
長
級
】

V
肱
北
保
育
所
主
任
保
育
士

O
一
一宮

早
苗
(
喜
多
保
育
所
総
括
主
査
)

V

徳
森
保
育
所
主
任
保
育
士
東
美
栄

子
(
三
善
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V

菅
田
保
育
所
主
任
保
育
士

O
城
本
和

子
(
南
久
米
保
育
所
総
括
主
査
)

V

菅
田
保
育
所
主
任
保
育
士

O
上
田
広

美
(
菅
田
保
育
所
総
括
主
査
)

V
新

谷
保
育
所
主
任
保
育
士
井
上
理
未

(
菅
田
保
育
所
主
任
保
育
土
)

V
三

善
保
育
所
主
任
保
育
士

三
瀬
喜
代

子
(
徳
森
保
育
所
主
任
保
育
土
)

一
王
査
】

V
社
会
福
祉
課
主
査
日
浦
和
美

(
大
洲
保
育
所
主
査
)

【
一
般】

V
古吾
多
保
育
所
河
野
道
子
(
肱
北

保
育
所
)

V
肱
北
保
育
所
平
塚
美

由
記
(
粟
津
保
育
所
)

V
徳
森
保
育

所
寺
尾
和
恵
(
大
洲
学
園
)

V
南

久
米
保
育
所
黒
田
弓
恵
(
徳
森
保

育
所
)

V
菅
田
保
育
所
石
本
由
香

里
(
新
谷
保
育
所
)

V
新
谷
保
育
所

亀
沖
裕
子
(
喜
多
保
育
所
)

V
粟
津

保
育
所
佐
々
木
理
江
(
大
洲
保
育

所
)
V
喜

多

保

育

所

本
川
里
美
(
上

須
戒
保
育
所
)

V
柳
沢
保
育
所
久

保
田
千
代
美
(
大
洲
学
園
)

V
一一一善

保
育
所
芝
田
み
ど
り
(
柳
沢
保
育

所
)

V
上
須
戒
保
育
所
安
藤
勝
子

(
三
善
保
育
所
)

大
洲
病
院
医
療
関
係

【課
長
補
佐
級
】

V
大
洲
病
院
検
査
室
主
任
専
門
員
兼

検
査
第
l
係
長

O
窪
地
厚
美
(
大
洲

病
院
検
査
室
技
術
専
門
員
兼
検
査
第

l
係
長
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
副
看

護
部
長

O
竹
田
京
子
(
大
洲
病
院
看

護
部
看
護
師
長
)

V
大
洲
病
院
看
護

部
看
護
師
長

O
河
田
由
美
子
(
大
洲

病
院
看
護
部
副
看
護
師
長
)

【専
門
員
級
]

V
大
洲
病
院
検
査
室
技
術
専
門
員
兼

検
査
第
2
係
長

O
岡
田
弘
子
(
同
・

検
査
室
検
査
第

2
係
長
)

V
大
洲

病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
楠
田
育
子

(
同
・
看
護
部
看
護
主
任
心
得
)

V

大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
向
居

福
見
(
同
・
看
護
部
看
護
主
任
心
得
)

V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任

O
矢

野
勢
津
美
(
同

・
看
護
部
看
護
主
任

心
得
)

{係
長
級
】

V
大
洲
病
院
人
工
透
析
係
長

O
岩
野

哲
也
(
大
洲
病
院
主
査
)

【技
師
】

V
大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任
心
得

山
中
志
麻
(
同
・
看
護
部
技
師
)

V

大
洲
病
院
看
護
部
看
護
主
任
心
得

篠
崎
明
美
(
同
・
看
護
部
技
師
)

幼
稚
園
お
よ
び
小
・

中
学
校

【課
長
補
佐
級
】

V
教
育
委
員
会
・
総
務
課
長
補
佐
兼

喜
多
幼
稚
園
主
任
教
諭

O
松
盛
た
か

ゑ
(
喜
多
幼
稚
園
主
任
専
門
員
兼
主

任
教
諭
)

【
一
般】

V
大
洲
幼
稚
園
山
岡
由
美
(
久
米

幼
稚
園
)

V
久
米
幼
稚
園
高
田
千

恵
(
大
洲
幼
稚
園
)

V
大
洲
小
学
校

松
岡
富
子
(
大
洲
北
中
学
校
)

新

規

採

用

V
大
洲
病
院
外
科
部
長
鈴
木
秀
明

V
大
洲
病
院
眼
科
医
長
国
尾
容
子

V
会
計
課
主
事
補
谷
本
道
子
V
税

務
課
主
事
菊
地
智
臣
V
税
務
課
主

事

加

賀

山
真
帆
V
高
齢
福
祉
課
介

護
福
祉
士
秦
圭
介
V
建
設
課
主
事

水
井
喜
博
V
農
林
課
主
事
森
崇
嗣

V
治
水
課
係
長
心
得
形
山
康
登
V

大
洲
学
園
主
査
曽
根
美
江
子
V
大

洲
学
園
保
育
士
徳
田
直
美
V
大
洲

保
育
所
保
育
士
住
田
由
香
V
喜
多

15 
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保
育
所
保
育
土
平
真
奈
V
大
洲
病

院
助
産
師
酒
井
美
子
V
大
洲
病
院

看
護
師

木

ノ

戸
里
枝
V
大
洲
病
院

看
護
師

宮
本
哉
子
V
大
洲
病
院
看

護
師

上
甲
有
紀
美
V
大
洲
病
院
看

護
師

土

居
泰
典
V
大
洲
病
院
看
護

師
花
岡
雅
也

退

職

(
平
成
同
年
3
月
白
日
付
)

V
大
洲
病
院
外
科
医
長
土
居
崇
V

大
洲
病
院
眼
科
医
長
西
火
口
元
宏
V

消

防

長

林

田
幸
利
V
税
務
課
長

藤
本
卓

一
V
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
谷
本
秀
男
V
大

洲
学
園
長
大
野
茂
則
V
教
育
委
員

会
・
総
務
課
長
佐
々
木
義
夫
V
社

会
福
祉
課
主
幹
兼
肱
北
保
育
所
長

井
上
日
出
子
V
大
洲
病
院
副
看
護
部

O
は
昇
任
〈
階
級
昇
任
を
含
む
〉
。

(
)
は
旧
任

V
消
防
長
兼
次
長
兼
署
長

O
徳
田

隆
安
(
次
長
兼
署
長
)

V
総
務
課
長

。
幸
野
晴
夫
(
総
務
課
長
心
得
)

V

消
防
課
長

O
二
宮
利
夫

(消
防
課

長
心
得
)

V
内
山
支
署
副
支
署
長
兼

防
災
第
l
係
長
兼
消
防
第
l
係
長

大
野
伸

一
(
防
災
課
長
補
佐
兼
危
険

物
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長
)

V
消
防

本
部
防
災
課
長
心
得
兼
課
長
補
佐

O

宮
本
修
一
(
消
防
課
長
補
佐
兼
防
災

第
l
係
長
兼
防
災
課
防
災
係
長
)

V

消
防
課
長
補
佐
兼
通
信
指
令
第
1
係

長
嘗
川
幅
光
(
長
浜
支
署
長
)

V
長

浜
支
署
副
支
署
長
兼
消
防
第
1
係
長

兼
救
助
第
l
係
長
富
永
修
身
(
長

浜
支
署
主
任
専
門
員
兼
消
防
第

1

係
長
兼
救
助
第
1
係
長
)

V
消
防
課

長
補
佐
兼
消
防
第
1
係
長

増

田
勇

雄
(
消
防
課
長
補
佐
兼
防
災
第
2
係

長
)

V
川
上
支
署
副
支
署
長
兼
救
助

第
l
係
長

西

山
恵
吉
(
内
山
支
署

主
任
専
門
員
兼
防
災
第
l
係
長
)

V

川
上
支
署
長

O
大
野
博
史
(
川
上
支

署
長
心
得
)

V
長
浜
支
署
長

O
守
田

嘉
洋
(
総
務
課
主
任
専
門
員
兼
総
務

係
長
)

V
消
防
課
長
補
佐
兼
消
防
第

2
係
長

O
福
岡
俊
博
(
内
山
支
署
主

任
専
門
員
兼
防
災
第
2
係
長
兼
消
防

第
2
係
長
)

V
内
山
支
署
副
支
署
長

兼
防
災
第
2
係
長
兼
消
防
第
2
係
長

成
見

一
二
三
(
通
信
指
令
室
主
任
専

門
員
兼
通
信
指
令
室
長
心
得
)

V
長

浜
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
第
l
係

長
池
田
保
(
消
防
課
事
務
専
門
員

兼
消
防
第
l
係
長
兼
防
災
課
消
防
係

長
)

V
消
防
課
主
任
専
門
員
兼
通
信

指
令
第
2
係
長

O
富
田
秀
克
(
通
信

指
令
室
事
務
専
門
員
兼
通
信
指
令
第

l
係
長
)

V
総
務
課
主
任
専
門
員
兼

総
務
係
長

O
久
保
広
文
(
総
務
課
事

務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
兼
企
画
調
整

係
長
)

V
消
防
課
消
防
第
3
係
長

O

森
松
忠
雄
(
消
防
課
消
防
第
2
係
長
)

V
長
浜
支
署
事
務
専
門
員
兼
防
災
第

2
係

長

松

尾
文
夫
(
内
山
支
署
事

務
専
門
員
兼
消
防
第
l
係
長
兼
救
助

第
l
係
長
)

V
消
防
課
通
信
指
令
第

3
係

長

曽

根

周

一

(
通
信
指
令
室

通
信
指
令
第
2
係
長
)

V
総
務
課
庶

務
係
長
兼
企
画
調
整
係
長
梶
野
徹

(
長
浜
支
署
救
急
第
l
係
長
)

V
内

山
支
署
救
助
第
l
係
長

平

木

和

幸

(
長
浜
支
署
防
災
第
2
係
長
)

V
長

浜
支
署
事
務
専
門
員
兼
救
急
第
1
係

長
藤
沢
光
教
(
長
浜
支
署
事
務
専
門

員
兼
防
災
第
l
係
長
)

V
内
山
支
署

救
急
第
2
係
長

三
好
利
明
(
内
山

支
署
消
防
第
2
係
長
兼
救
助
第
2
係

長
)

V
消
防
課
防
災
第
2
係

長

長

岡
庄
造
(
消
防
謀
消
防
第
3
係
長
)

V
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
防
災
第

l
係
長
兼
指
導
第
1
係

長

高

岡

利

典
(
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
指
導
第

l
係
長
)

V
消
防
課
通
信
指
令
第
4

係

長

谷

田

代
三

(
通
信
指
令
室
通

信
指
令
第
3
係
長
)

V
川
上
支
署
事

務
専
門
員
兼
消
防
第
l
係
長

谷

本

常
行
(
川
上
支
署
事
務
専
門
員
兼
消

防
第
l
係
長
兼
救
助
第
1
係
長
)

V

消
防
謀
総
括
主
査
後
藤
茂
(
通
信

指
令
室
総
括
主
査
)

V
防
災
課
危
険

物
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長

二
宮
功

(内
山
支
署
救
急
第
2
係
長
)

V
川

上
支
署
総
括
主
査
宮
野
雅
一
(
長

浜
支
署
総
括
主
査
)

V
消
防
課
事

務
専
門
員
兼
救
急
第
2
係
長

O
大
西

長

入

舟

昭

美
V
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
大
洲
保
育
所
長

小
嶋
弘
子
V

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
徳
森
保
育
所

長

谷

本

絹

子
V
教
育
委
員
会
社
会

教
育
体
育
課
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館

係
長

三
瀬
正
勝
V
と
み
す
寮
主
任

看

護

職

員

袖
岡
富
子
V
保
健
セ
ン

16 

タ
l
予
防
係
長
矢
野
志
津
香
V
大

洲
病
院
総
括
技
師
山
崎
定
子
V
大

洲
小
学
校
石
丸
美
佐
子
V
大
洲
病

院

技

師

片

山
美
香
V
大
洲
病
院
技

師

神
山
京
子

善
文
(
消
防
課
救
急
第
2
係
長
)

V

消
防
諜
消
防
第
4
係
長

O
高
田
幸
穂

(
消
防
謀
総
括
主
査
)

V
消
防
課
通

信
指
令
第
5
係
長

O
古
谷
正
文
(
通

信
指
令
室
総
括
主
査
)

V
消
防
課

主
任
専
門
員
兼
救
急
第
1
係
長

O
山

本
伸

一

(
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
救

急
第
1
係
長
兼
防
災
課
救
急
救
助
係

長
)

V
内
山
支
署
救
急
第
l
係
長

O

三
宮
敏
浩
(
階
級
昇
任
)

V
内
山
支

署
救
助
第
2
係

長

亀

田
昌
一
(
消

防
課
救
助
第
2
係
長
)

V
消
防
課
救

助
第
2
係
長
菊
岡
幸
造
(
消
防
課

救
助
第
3
係
長
)

V
消
防
課
救
急
第

3
係
長
泉
清
一
(
総
務
課
付
係
長
)

V
長
浜
支
署
総
括
主
査
井
脇
龍
也

(
通
信
指
令
室
総
括
主
査
)

V
内
山

支
署
総
括
主
査
高
瀬
良
次
(
総
務

課
付
総
括
主
査
)

V
消
防
課
総
括
主

査
古
岡
本
金
充
(
川
上
支
署
総
括
主

査
)

V
消
防
謀
総
括
主
査
蔦
奥
克
利

(
通
信
指
令
室
総
括
主
査
)

V
内
山

支
署
上
級
主
事

O
亀
岡
周
一

(内
山

支
署
主
事
)

V
内
山
支
署
主
事

O
一

宮
秀
文
(
階
級
昇
任
)

V
内
山
支
署

上
級
主
事
河
野
秀
俊
(
階
級
昇
任
)

V
愛
媛
県
派
遣

O
富
永
真
史
(
川
上

支
署
主
事
)

V
消
防
課
主
事

O
菊
地

嘉
人
(
階
級
昇
任
)

V
長
浜
支
署
上

級
主
事

O
上
田
裕
(
長
浜
支
署
主
事
)

V
消
防
課
主
事

重
松
公
爾
(
階
級

昇
任
)
V
消
防
課
主
事

O
二
宮
聖
(
階

級
昇
任
)

V
消
防
課
主
事
長
山
直

木
(
内
山
支
署
主
事
)

{
新
規
採
用
職
員
】

V
消
防
本
部
付
消
防
土
篠
崎
健
V

消
防
本
部
付
消
防
士
米
子
悟
史

【
退
職
】

V
防
災
課
長

松
本
秀
幸



2004 5月号

イベント案内

応器ああず

掛寄与さ九に

楽しんで
い~~く1ëめに

4
月
お
日
(
日
)
、

5
月
1
日
(
土
)
、

加
日
(
木
)

2
日
(
日
)

交
通
指
導
実
施
日
に
は
、
臨
時
パ

ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。
パ
ス
乗
車

場
所

(如
法
寺
河
原
)
に
は
、
無
料

駐
車
場
(
約
2
0
0
台
)
が
あ
り
ま

す
。
往
復
運
行
の
経
路

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

1

如
法
寺
河
原
(
無
料
パ
ス
発
着
場
)

1
家
族
旅
行
村
1
富
士
山
ふ
れ
あ
い

の
安
全
削

交
通
指
導
実
施
日
に
富
士
山
公
園

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
整
理
料
金
が
必
要
で
す
。

。
普
通
自
動
車

5
0
0
円

.
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

8
0
0
円

A
V
大
型
パ
ス

l
、
0
0
0
円

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
!

つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交

通
指
導
実
施
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。指
導
日
変
更
に
伴
い
、

無
料
臨
時
パ
ス
の
運
行
日
も
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

包
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
5
4
)

大
洲
市
観
光
協
会
岱
@
2
6
6
4

富士山つつじまつり案内図

第
担
固
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
矢
落
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
。

見
頃

6
月
1
日
1
日
日

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時

6
月
5
日

(土)・
6
日
(
日
)

正
午
1
午
後
日
時

問
い
合
わ
せ
先

柳
沢
公
民
館
密

@
2
4
0
0

第
6
園
地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

今
年
も
楽
し
い
催
し
ゃ
バ
ザ
ー

で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
野
"
ほ
た
る
の
里
“
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
却
日
(
土
)

※
雨
天
時
、

5
月
初
日
(
日
)

午
後
6
時
1
午
後
9
時

場
所

地
蔵
堂
集
会
所
前
(平
野
町
平
地
)

会
場
ま
で
、

J
R
平
野
駅

か
ら
車
で

5
分

問
い
合
わ
せ
先

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

窓

@
7
2
8
4
(
松
本
ま
で
)
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2004 5月号応緩おおず

内案
... 、品

、ー

薗畠

写
真
・
絵
葉
書
奄
大
募
集

f

博
物
館
で
は
、
今
年
度
も
企
画
展
を
開
催
し
、

大
洲
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

展示室/開催日 9月1日-10月31日 11月16日-12月23日 1月18日-3月20日

大洲械の歴史 肖像に見る藩主像 加醸家の名宝

大洲城の絵図を中心に大洲i成初代貞泰から泰秋に至る歴代 大洲藩主であった加藤家に伝
4階展示室 の構造や縄張り 、歴代の城主 藩主について肖像画から人物 来した絵画、書跡、武具甲胃

について肖像画や遺品を展示 像や業績を紹介。 などの名宝を展示。

紹介。

-8月31日まで 9月14日-3月31日

鉱物 ・化石展(常設} 大洲の歴史(常設展)
5階展示室

鉱物や化石、野鳥の剥製など 古代か ら近世まで大洲地方を治めた人物や大;州藩内で興っ

を展示紹介。 た諸武芸などについて紹介。

7月下旬-8月31日 10月下旬-11月上旬 11月下旬-12月中旬

移り変わる大洲械と織下回 醸樹まつり児童生徒作局 理科作高展

5階特別展示室
今までに至る大洲城の景観や 市内の児童生徒による写生画 市内の児童による夏休みの自

大洲の町の風景の変化につい や書道の作品を展示。 由研究のうち、入賞作品を展

て写真などをもとに紹介。 司言。

※詳しい案内などは開催月の広報でお知らせいた します。

計九有事集まh. fG 
J J J J J J f 

..) ~ - .J  ..) ~ 
..) - ..) 

回目回目白固
中央公民館
n24-3161 

〔大人向け〕

教室名 実施 お問い合わせ先

(講師名) 日時 内 容

英会話 第 1・3火曜 怨 24-3161 (中央公民館)
合唱-----------------
(紺田満徳) 午後7時~ 初心者向き。外国人教師も遊びに来ます。

料理 第 1・3木曜 s24-3161 (中央公民館)

(植木照子) 午後7時~ 材料費は1固につき 800円です。

華道 第 17]<曜 s24-3161 (中央公民館)

(平井繁義) 午後7時~ 材料費は1固につき800円です。

工ア口ビヲス 弟 1金曜 s24-3161 (中央公民館)

(中野泰子) 午前 10時~ 運動靴を用意して下さ し、。

バドミン トン
毎木曜

s 25 -4531 (矢野雄ニ)
ー“ 咽炉 “' ‘------------- 晶守司 晶4ト4ト晶・晶-_-_晶‘・4‘・ 4ト晶←--._--_.守晶守... 一一---------

午後B時~
ラケ y卜は各自で用意してく ださい。
場所は大洲市体育セン安一 (平野運動公圏内)

※いつからでも参加できますが、人数によりお断りする場合もあ
りますのでご了承くださし、。また、講師の都合などにより開催
自在変更することがあり ます。

〔小学生向け〕

教室名 講師名 対象 用意するもの 開催時期など

城ノ戸和夫 2年生 画板 (1) 7月以降の第2・4
絵画
永尾友子 以上 4 B鉛筆 土曜に開催します。

(2)時聞は午前9時~午

4年生
前11時(冬期は午前

英会話 高瀬吉孝
以上
筆記用具 9時30分~午前 11

時30分)

大洲市卓球 4年生 ラケ y卜
(3) 6月11日(剣までに通

卓球 学している学校へ申
協会会員 以上 運動靴(室内用) し込んでください。

モミ

博
物
館
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
叫

年
代
ま
で
の
大
洲
城
跡
や
内
堀
、
外

堀
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
を
探
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
地
方
の
絵
葉

書
も
同
時
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
写
真
・
絵
葉
書
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
博
物
館
へ

ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

(
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
4
・
5
階

・
中
村

6
1
8
1
1
)

g
@
4
1
0
7
 



2004 5月号応報おおず

鵜
飼
い
が
始
ま
り
ま

で
っ
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
限
定
の
お
得
な
料
金
で
、

大
洲
な
ら
で
は
の
情
緒
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

乗観 ..実
船覧日 6 6施 λ
場時 月月 日五
所間 ・ I 久

;日 缶
什つ 民
つ #
9か 7
月い I ~' 
の開 = 
童三 f 
水 '
曜

連載コーナー

* 女 シグ-;{"おおずの女性 *

午
後
7
時
1
午
後
9
時

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
如
法
寺
河
原

大
洲
城
苧
綿
櫓
下

下
船
場
所

4町

* 
* 

* * * 

今+

* * * * * 

て、
，."，..令.9圏、三fψ"k三jψ/ 'U ~ 

4町

* 
世町

* * 
* 
* 

VOL.21 * 
ヲ骨

* 
* 
* 
* 

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
観
覧
料
金

。
大
型
《
貸
切
国
人
乗
り
》

2
4
、
1
5
0
円

(
税
込
)

(
通
常
3

6
、
7
5
0
円
)

・
小
型
《
貸
切
ロ
人
乗
り
》

1
7
、
8
5
0
円

(
税
込
)

(
通
常
2
6
、2
5
0
円
)

う
か
い
最
終
日
弘

(最
特
価
サ
ー
ビ
ス

.
大
型
《
貸
切
同
人
乗
り
》

* 
+
円
安
占
R

-

R

-

R

-

R

-

R

地
域
に
根
ざ
し
た
合
唱
団

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

歌
が
好
き
な
男
女
が
集
ま
る
合
唱

団
「
大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
」
は
、

今
年
9
月
で
お
年
を
迎
え
ま
す
。
毎

年
、
「
施
設
訪
問
歌
声
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

や
手
づ
く
り
の
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
て
お
り
、
友
情
・
賛
助
出
演
を

得
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
喜
び
と
感

動
を
分
か
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。

3
月
に
開
い
た
第
9
回
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
大
洲
城
復
元
の
完
成

に
寄
せ
て
混
声
合
唱
の
新
曲
「
こ
っ

ぱ
の
歌
」
〈
矢
野
之

一

(
菅
田
)
作

調
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。
「
こ
っ
ぱ
」

と
は
復
元
に
使
っ
た
原
木
を
用
材
に

す
る
と
き
に
で
き
る
木
く
ず
の
こ
と

で
そ
れ
を
歌
に
し
た
も
の
で
す
。
初

演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
プ

* 

* 
4町

* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 

1
1
、
5
5
0
円
(
税
、

。
小
型
《
貸
切
ロ
人
乗
り
》

9
、4
5
0
円
(
税
込
)

※
料
理
、
飲
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
観
光
協
会

包
@
2
6
6
4

ま
た
は
、
各
う
か
い
登
録
庖
ま
で

* 
4町

* 
4町

* 
4町

* 
* 

* 
4町

* 

* 

-
R
 

レ
ツ
シ
ャ

l
の
中
で
コ
ン
サ
ー
ト
に

'

臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

?

ん
の
応
援
や
励
ま
し
が
大
き
な
勇
気

安

と
な
り
、
み
ん
な
が
心
を
ひ
と
つ
に

食

し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
客

女

席
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
い

女

た
時
、
演
奏
前
の
不
安
が
感
動
に
変

食

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
男
女
が
共
に
支

町

え
合
い
、
ぉ

E
い
の
良
さ
を
出
し
合

一

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
実
に
得
が

ヲ

た
い
体
験
と
な
り
、
感
謝
の
気
持
ち

女

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

女

私
た
ち
は
、
今
後
も
地
域
の
文
化

女

活
動
の
灯
を
点
し
続
け
、
明
る
い
地

女

域
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て

安

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま

女女

せ
ん
か
。

(大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

女

代

表

白

石

美

子

)

女

-R 

* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
ヲt

* 
* 

腰
掛
咽
先
生
位
掌
樹

伝
え
ら
れ
る
話
⑤

(口
碑
伝
説
)

馬
方
又
左
衛
門

河
原
市
(
小
川
村
の
近
く
現
旭
町
)

に
又
左
衛
門
と
い
う
馬
子
が
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
又
左
衛
門
は
河
原
市

え

の

き

ひ

き

ゃ

く

か
ら
榎
の
宿
ま
で
、

加
賀
の
飛
脚
を

馬
に
乗
せ
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
て
家
に
帰
り
、
馬
の

鞍
を
降
ろ
そ
う
と
し
た
と
き
、
財
布

が
一
つ
ぽ
と
り
と
落
ち
ま
し
た
。
中

を
調
べ
る
と
、
二
百
両
も
の
大
金
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
さ
っ
き
の
飛
脚
の
も
の
に

ち
が
い
な
い
、
さ
ぞ
困
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。」

そ
う
思
っ
た
又
左
衛
門
は
急
い
で
榎

の
宿
へ
引
き
返
し
ま
し
た
。
榎
の
宿

ま
で
三
十
キ
ロ
あ
り
ま
し
た
が
、
疲

れ
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
飛
脚
は
、
大
名
の
公
金
を
預

か
っ
て
京
へ

上
る
途
中
で
し
た
が
、

宿
に
入
っ
て
す
ぐ
二
百
両
も
の
大
金

を
紛
失
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
飛
脚
は
色
を
失
い
、

「
わ
が
命
は
も
ち
ろ
ん
、
親

・
兄
弟

に
ま
で
罪
が
及
ぶ
に
ち
が
い
な
い
」

と
悲
嘆
に
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
へ
又
左
衛
門
が
訪
ね
て
き
た
の
で

す
。飛
脚
と
対
面
し
た
又
左
衛
門
は、

し
っ
か
り
と
尋
ね
問
い
、
本
人
の

も
の
に
相
違
な
い
こ
と
を
確
認
し

て、

二
百
両
を
取
り
出
し
、
返
し
て

* 

(38) 

や
り
ま
し
た
。

飛
脚
は
、
ま
る
で
死
か
ら
生
き

返
っ
た
よ
う
に
喜
び
ま
し
た
。
そ
し

て
行
李
か
ら
十
五
両
を
と
り
だ
し
、

お
札
と
し
て
差
し
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
又
左
衛
門
は
、

「
あ
な
た
の
お
金
を
、
あ
な
た
が
受

け
取
る
の
に
、
な
ん
で
お
札
が
い
り

ま
し
ょ
う
。」

と
い
っ
て
ど
う
し
て
も
受
け
取
り
ま

せ
ん
。
や
む
を
え
ず
、
十
両
、
五
両

:
:
:
二
分
(
一
両
の
半
分
)
ま
で
減

ら
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
受
け
取

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
あ
な
た
は
、
命
の
恩
人
だ
か
ら
:
」

ぜ
に

と
、
な
お
も
頼
む
と
、
銭
二
百
文
だ

け
受
け
取
り
、
そ
れ
で
酒
を
買
い
ま

し
た
。
又
左
衛
門
は
、
そ
の
酒
を
宿

の
人
た
ち
と
楽
し
く
飲
ん
で
、
そ
の

ま
ま
帰
り
か
け
ま
し
た
。

飛
脚
は
、感
心
し
て
尋
ね
ま
し
た
。

「
い
っ
た
い
あ
な
た
は
、
ど
こ
の
ど

う
い
う
お
方
で
す
か
。」

又
左
衛
門
は
答
え
ま
し
た
。

「
私
は
、名
も
な
い
馬
子
で
す
。
た
だ
、

私
の
住
む
近
く
の
村
に
、
与
右
衛
門

さ
ん
(
藤
樹
の
こ
と
)
と
い
う
人
が

お
ら
れ
て
、
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
私
は
、
与
右
衛
門
さ
ん
の
教

え
を
守
っ
た
だ
け
で
す
」
。

19 
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大渉l'峨天守閣復元

平成 16年4月 1日まで

に皆様からお寄せいただい

た復元のための募金額は、

480，190，174円です。

かわら版

大洲市では、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年となる今年9月の一
般公開を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。この事業は、大洲城
本丸跡に天守閣と現存する台所櫓、 高欄櫓とを結i)i多聞櫓を復元するもので、歴史
を後世に正しく伝えるため、豊富な資料をもとに史実に忠実な復元を行っています。
[大洲城天守閣復元事業の問い合わせ先]

商工観光課まちづくり対策第 1係

大
洲
城
の
匠
た
ち

3
あ

i
瓦
葺
き
師
i

B 24-2111 

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
工
事
は
、
今
年
九
月
の
一
般
公
開
に
向
け
、

着

々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
前
号
に
続
き
、
工
事
に
携
わ
る
職
人

た
ち
を
イ
心
タ
ビ
ュ

l
形
拭
々
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
屋
根
工
事
を

担

っ
た
瓦
葺
き
師
、
川
島
博
美
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

回
目
島
さ
ん
は
、
社
寺
は
も
ち
ろ
ん

回
目
城
郭
の
瓦
葺
き
の
キ
ャ
リ
ア
も

豊
富
に
お
持
ち
で
す
が
、
城
郭
と
社

寺
と
の
違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
島

歴
史
的
に
社
寺
か
ら
城
郭

に
発
展
し
た
流
れ
が
あ
る
よ
う
な
の

で
、
城
郭
と
社
寺
の
瓦
葺
き
は
基
本

的
に
同
じ
も
の
で
す
。
た
だ
、
城
郭

は
戦
い
の
場
所
で
す
か
ら
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
城
郭
で
も
当
時
の
葺
き
師
に

よ
っ
て
葺
き
方
が
異
な
り
ま
す
。
葺

き
師
に
は
癖
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
癖

を
見
抜
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
い
つ
の
時
代
の
城
郭
な
の
か

時
代
考
証
も
必
ず
行
い
ま
す
。

瓦葺き師川島博美さん(52)岐皐県出身。
地元岐阜城を始め長浜城、 小峰i成、掛川

i成など多くの城郭の瓦葺きを経験。 平成
12年には 「岐阜の名匠」として岐阜県か

ら表彰された。

ヨ
ヨ
の
川
島
恒
夫
さ
ん
は
、
姫
路
城

Z
Eや
京
都
御
所
な
ど
を
経
験
さ

ぉ
、つ
じ
ゅ
ほ、っ
し
よ
う

れ
現
代
の
名
工
と
し
て
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
た
ほ
ど
の
技
術
の
持
ち
主

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
大
洲
城
の
瓦

葺
き
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
、
言
わ

ば
父
と
子
の
合
作
の
よ
う
な
も
の
で

す
ね
?

川
島

父
に
は
、
特
に
破
風
な
ど

の
飾
り
屋
根
の
部
分
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
父
は
、
親
で
あ
り

師
匠
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
ま

す
。
父
は
昔
か
ら
金
銭
の
こ
と
は
全

く
気
に
せ
ず
、
手
聞
を
惜
し
ま
な
い

職
人
で
し
た
。
私
が
認
め
る
本
当
の

職
人
の

一
人
で
す
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
私
は
父
よ
り
も
上
を
目
指
し

た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
技
術
に

お
い
て
父
を
超
え
る
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
誰
に
も
不
得
手
は
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
私
の
得
意
な
部
分
で
は

父
を
超
え
た
い
と
常
に
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
独
自
の
技
を

見
出
し
、
そ
れ
を
磨
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
真
似
だ
け
で

は
な
か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
。
弟
子
た

ち
に
は
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。
「ま

ず
は
親
方
の
真
似
を
し
な
さ
い
。
そ

れ
か
ら
自
己
流
に
変
え
て
行
け
」
と
。

完成予想図 (唐破風部分切り抜き)

天守三層に載る唐破風は最も苦

労した部分。 唐破風の均整のとれ

た曲線を造り出すのが難しい

父
は
、
瓦
と
対
話
し
な
が
ら
葺
い
て

い
く
よ
う
に
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
は
瓦
だ
け
で
な
く

建
物
全
体
と
対
話
し
て
葺
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
瓦
は
建
物
全
体
と
調

和
し
て
初
め
て
生
き
て
く
る
の
で
す
。

司
ヨ
後
に
、
大
洲
城
の
見
ど
こ
ろ
を

=
一
回
;

匹
監
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
島

大
洲
城
の
天
守
は
、
小
規
模

な
が
ら
も
破
風
と
呼
ば
れ
る
飾
り
屋

根
が
豊
富
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
天
守
三
層
の
四
方
に

取
り
付
け
ら
れ
た
唐
破
風
は
曲
線
を

持

っ
た
美
し
い
破
風
で
す
。
こ
の
唐

そ
で
ま
る

破
風
の

一
部
に
袖
丸
と
呼
ば
れ
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。
袖
丸
は
、
唐
破
風

の
丸
み
を
正
面
に
形
作
る
も
の
で
、

こ
の
丸
み
を
瓦
で
表
す
の
は
最
も
苦

20 

唐破風の袖丸部分

労
し
ま
し
た
し
、
見
ど
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。
一

つ
の
袖
丸
を
完
成
す
る

の
に
父
を
含
め
た
瓦
職
人
五
人
で
丸

一
日
費
や
し
て
い
ま
す
。
普
通
で
は
、

な
か
な
か
気
が
付
か
な
い
部
分
で
す

が
大
変
な
労
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
部
分
で
は
特
に
当
時
の

茸
き
師
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
瓦

を
葺
い
て
い
ま
す
。
職
人
冥
利
に
尽

き
る
最
も
楽
し
い
と
き
で
す
。

川
島
さ
ん
の
名
刺
の
裏
に
は
こ
ん

な
言
葉
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

「
先
人
の
残
し
た
美
を
み
つ
め
大
切

に
し
、
想
像
の
喜
び
に
今
日
も
働
い

て
居
り
ま
す
」

※
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

平
成
十
五

年
十
二
月
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
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• 

整備が進められていた2つの施設の落成式がありました。3月22日には次代を担う子どもを育てる大洲児童館で、 30日に
は大洲小学校校舎 屋内運動場で式典が催され、参加した児童や関係者の皆さんが建物の完成を祝いました。

3/21 'さらに南へ!高速道路大洲・宇和間開通

4月17日の開通を前に記念イベン卜が西予宇和インタ であり
ました。この日は、大洲市や西予市(宇和町など旧5町)などの特
産品コ ナが設けられたほか、10km口 ドレスやウォーキン
グ大会があリ、開通前でなければ見ることのできない高速道路上
からの眺めを楽しんでいました。

'4/5 満開のサクラの下で

高齢者のグランドゴルフ大会が大洲市少年自然の家グランドに

おいて開かれました。市内各地区から30チーム195名の選手が参

加し、木製のスティックを手に優勝を目指して、熱いプレーを繰

り広げていました。

肱川を泳くかコイのように元気よく

中学進学を前に大洲小6年生児童約60人と教職員、関係者らが
参加して、第18固鯉の放流事業(主催肱南地区コミュニティ推
進委員会)が行われました。放流場所の肱川橋下流に児童が並び、

「パイパイ、はやく大きくなってね」などと声をかけながらコイ約
500匹を放流しました。

菜の花の黄色いじゅうたん

針。ミ

五郎の河川敷では地元産野菜や特産品の販売コーナーが設けら
れた「菜の花まつり」が、畑の前橋では大洲農業高校吹奏楽部の
演奏や、生徒や地元の皆さんなどの企画イぺン 卜や出庖などがあ
る「菜の花フェスタ」が開かれ、家族連れなど大勢の見物客が訪れ、
イベントを楽しんでいました。
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くらしの情報

保健センタ-fi23-0310

ι、をひき.
'Ltte l 

あなたの健康を
サポートします

5
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
5月
日
日
附
平
成
日
年
ロ
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

G
5月
四
日

ω
草
成
比
年
日
月
生
ま
れ

0
5月
お
日

ω
平
成
日
年
4
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
l
時

1
1
時
鈎
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
5月
四

日

附

平

成

日
年

7
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

1
9
時
鈎
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】

予
約
制

-ZEfEj7凶 ZEPEfii1E司

0
5月
比
日
倒

相
談
時
間

午
前
叩
時

1
正
午

午
後
l
時

1
3時

健
康
手
帳

持
参
品

5
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
検
診

・
が
ん
検
診

女
生
活
習
慣
病
、
胃

・
大
腸
が
ん
検
診

O
久
米
公
民
館

5
月
初
日
岡
、
紅
白
幽

O
菅
団
連
絡
所

5
月

M
日
一問、

お
日
…
仰
、
お
日
例

。
保
健
セ
ン
タ
ー

5
月
幻
日
…
同
、
お
日
一
樹
、
白
日
開

※

C
型
・

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金

8
0
0
円

(
河
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

F

ハU

に
d

ハU

に
d

円
り

Rυ

ハU
民
比

-
J
4・

4
n
y

に

υ

Fh

υ

ι

u

p
hU

7
'
#
川

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る

ω歳
以
上
の
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
問

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

安
婦
人
が
ん
検
診

O
平
野
連
絡
所5
月

6
日
閥
、

5
月

7
日
幽

O
新
谷
連
絡
所

5
月
ロ
日
附

l
u日
幽

O
柳
沢
連
絡
所

5
月
口
日
側

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

門
同

5月2日(日)沢井耳輔酬捕食道科(中村)

s 24 -2510 
5月3日(月)東大洲城戸眼科 (東大洲)

s24-1010 

大久保内科7リニッヲ(八多喜)

s26-1131 

浦岡医院 (三の丸)

s 24 -2024 

5月9日(日)田渡クリニック(新 奇)

s25-3217 

きどお力、外科・青腸科(長 浜)

s 52 -3003 

5月16日(日)末光眼科 (若宮)
s 24 -1500 

5月23日(日)平田胃腸科旺門科 (若宮)
s 24 -1200 

5月30日(日)いんなみ限H・神経内科 (回
s 24 -0700 

5月4日(火)

5月5日(水)

Et・歪E主冨--竃厄置しーー

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時

1
正
午

{
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日
午
後
l
時

1
午
後

3
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日
午
後
l
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
l
金
曜
日

午
前

9
時

i
午
後
4
時
ぬ
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時
l
午
後
5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
}

O
第

4
木
曜
日
午
前
叩
時

1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後
0
時

ω分
1
1
時
初
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
う
せ

5
月
の
献
血
実
施
日

・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

合
⑫

0
3
1
0

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間-夜間の急患
など、ご相談は、その 日の当番

病院まで。

市立大洲病院 (西大洲)

s24-2151 

加戸病院 (若宮)

s24-5101 

大洲記念病院 (徳森)

s 25 -2022 

大洲中央病院 (東大洲)

s24-4551 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

凶者全
~Z4~4~ 

内実平成
句
年
度

生
涯
学
習
講
座
(
予
定
)

-
会
員
募
集
l

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
新
谷
旧
記
」
ほ
か

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

5
月
初
日
・

7
月
お
日

日
月
幻
日
・

日
月

μ
日

2
月
幻
日

・
3
月
刊
ω
日

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
事
始
め
」

講
師
澄
回
恭
一
先
生

期
日

6
月
幻
自

「
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
」

講
師
蔵
本
和
孝
課
長
補
佐

期
日

8
月
お
日

「
大
洲
城
に
つ
い
て
」

講
師
白
石
尚
寛
学
芸
員

期
日

9
月
幻
日

読
書
講
座

「
中
江
藤
樹
に
つ
い
て
」

講
師
稲
積
絢
喜
…
先
生

期
日

1
月
初
日

-R場所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

女

時

間

午

前

9
時
初
分

1
日
時
初
分

-R会費
無

料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館
へ

mu
⑫

4
4
1
9
 

5
月
の
新
着
図
書
案
内

智
慧
の
実
を
食
べ
よ
う
糸
井
重
里
著

書
き
な
が
ら
考
え
る
と
う
ま
く
い
く
!

マ
ー
ク
・
リ

1
ピ
l
著

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
日
本
・
中
国
朝
鮮

nυ
e勺

1

近

現

代

史

主

青

円

木

裕

司

著

日
本
を
呪
縛
し
た
八
人
の
政
治
家

平
野
貞
夫
著

22 

ニ

ッ

ポ

ン

の

課

長

重

松

イ
ラ
ク
戦
争
は
終
わ
っ
た
か
?

B
B
C
特
報
班
著

パ
パ
、
マ
マ
ぼ
く
を
巻
き
込
ま
な
い
で
!

ジ
ヨ
エ
ル

D
・
ブ
ロ
ァ
ク
ほ
か
著

帯
津
良
一
の
養
生
は
爆
発
だ
1

お
ぴ
つ
り
ょ
ヲ
い
ち

帝
津
良
一
著

元
気
な
足
の
つ
く
り
方
渡
辺
英

一
著

休
日
に
作
っ
て
お
け
ば
、
毎
日
の
ご
は

ん

が

楽

に

な

る

板

井

典

夫

著

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
こ
こ
ま
で
で
き
る

日
本
放
送
出
版
協
会

「
I
C
タ
グ
」
が
よ
く
わ
か
る

こ
う
い
ち

石
井
宏
一
著

カ

ッ

コ

い

い

女

夏

木

マ

リ

著

高
知
競
馬
の
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
吉
川
良
著

わ

き

お

名
曲
に
何
を
聴
く
か
田
村
和
紀
夫
著

ジ
エ
シ
カ
が
駆
け
抜
け
た
七
年
間
に
つ

い

て

歌

野

日

開

午

著

巨
眼
の
男
了
、
1

三

津

本

陽

著

ミ
ル
キ
ー

林
真
理
子
著

A
g
Z
け
い
し

天

地

有

情

南

木

佳

士

著

父
の
縁
側
、
私

の

書

斎

檀

ふ

み

著

白
い
恐
怖

F
・
ピ

1
デ
イ
ン
グ
著

清
著辻原登著

よ

じ

ん

天
安
門
事
件
の
余
燈
く
す
ぶ
る
な
か
、

消
え
た
父
を
追
っ
て
上
海
へ
降
り
立
っ

た
男
が
出
会
っ
た
の
は
、
逃
亡
リ
ー
ダ
ー

の
恋
人
。
こ
の
恋
は
ど
う
な
る
?
父

と
の
再
会
は
:
:
:
。
上
海
神
戸
、
大

人
の
た
め
の
長
編
ロ
マ
ン
小
説
。

ヘ
新
着
本
は
、

月
初
め
に
ま
と
め
て
J

/
新
着
コ

ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
~

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜

・
5
月
4
日
・

5
日
・

ω日
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くらしの情報

森設備

公 25-4023 
水道工事后

ft 24 -2583 
予水道住設

ft 23 -2352 
屋住設

ft 24 -2541 
田興産

ft 25 -2197 
鉄工所

ft 25一 0300
星加水道設備

ft 26ー 0020
水道工事庖

ft 24 -3656 
建設 (棚

倉 25-5335 
(有)菊地浄化槽セ ンター

ft 24一 0013
元建設

ft 25一 0242
鉄工所

ft 26 -0537 
工業 側

ft 24 -3141 
々 木 鉄 工

ft 26一 0875
回鉄工所

ft 24 -4122 
水道庖

ft 24 -4410 
南設備

ft 25 -4684 
水道底

ft 26 -0265 
予水道住設

ft 23 -2352 
水道工事広

ft 24 -2583 
回興産

ft25-2197 
屋住設

ft 24ー 2541
工業 側

ft24-3141 
鉄工所

ft 25 -0300 
和開発

ft 25 -3776 
水道工事庖

ft 24 -3656 

春
の
行
政
相
談
週
間

総
務
省
で
は
、
本
年

5
月
げ
日
同
か

ら
の
一
週
間
を
春
の
行
政
相
談
週
間
と

定
め
、
全
国
的
に
行
事
を
行
い
ま
す
。

当
市
で
も
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
(本

誌

M
ペ
l
ジ
「
相
談
ご
と
案
内
」
参
照
)

日
時

5
月
初
日
同
午
前

9
時
1
正
午

場
所

大
洲
市
役
所

3
階
会
議
室

行
政
相
談
委
員

山
本
敏
和
(
西
大
洲
)

辻
陽
子
(
大
洲
)

相
談
内
容

道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、
郵
便
、

消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
改
善
な
ど

司
社
員

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
!
ご
み
ゼ
ロ
社
会

今
年
は
、
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
も
気
持
ち
よ
く
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
環
境
美
化

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
※
少
雨
決
行

日

時

5
月
初
日
同

開

会

式

午

前

9
時

集
合
場
所

喜
多
小
学
校

持
参
品

手
袋

・
火
ば
さ
み

・
食
事
用

水道業者の

緊急漏水当番表

山

南

f意

}享

(有)

5月1日(土)

5月2日(日)

の
箸
(
昼
食
を
提
供
)
な
ど

※
事
前
申
し
込
み
(
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
)

が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

間
大
洲
青
年
会
議
所
内
大
洲
の
環
境

を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会

包

@
7
1
0
7

石
綿
含
有
製
品
の
製
造
等
禁
止

石
綿
は
、
耐
熱
・
耐
腐
食
・
耐
磨
耗

性
に
優
れ
た
材
料
で
す
が
、
そ
の
粉
じ

ん
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肺
ガ
ン
、

悪
性
中
皮
種
、
石
綿
肺
な
ど
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
こ
れ
ら
の
石
綿
に
つ
い
て
、
代
替

品
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
石

綿
含
有
製
品
の
製
造
、
使
用
な
ど
が
禁

止
さ
れ
る
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
日
月

1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石
綿
と
は
、
天
然
に
産
出
す
る
繊
維

状
鉱
物
で
、
次
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

¥
ア
モ
サ
イ
ト
、
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
、
/

一
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
、
ア
ン
ソ
フ
イ
ラ

一

/
イ
ト
、

ア

ク

チ

ノ

ラ

イ

ト

、

禁
止
さ
れ
る
製
品
は
、
石
綿
を
そ
の

重
量
の

1
%
を
超
え
て
含
有
す
る
次
に

挙
げ
る
製
品
の
製
造
、
輸
入
、
譲
渡
、

提
供
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

予

西

4面

浦

塚

{罪

(格)

同

松

(有)

大

5月3日(月)

5月4日(火)

5月5日(水)

建
材
・
・石
綿
セ
メ
ン
ト
円
筒
、
押
出
成

形
セ
メ
ン
ト
板
、
住
宅
屋
根
用
化
粧

ス
レ
ー
ト
、
繊
維
強
化
セ
メ
ン
ト
板
、

富
市
業
系
サ
イ
デ
イ
ン
グ

摩
擦
材
:
・
ク
ラ
ッ
チ
フ
ェ

l
ジ
ン
グ
、

ク
ラ
ッ
チ
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ

パ
ッ
ド
、
ブ
レ
・1
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ

接
着
剤
・・・
接
着
剤

な
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
る
製
造
な

ど
の
禁
止
は
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
う
ち

石
綿
を
含
有
す
る
も
の
の
み
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
製
品
全
体
を
対
象
と

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
安
全
衛
生
課

2
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

愛
媛
県
指
定
標
準
米
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
低
廉
で
安
定
し

た
品
質
の
お
米
を
供
給
す
る
た
め
、
国

は
「
指
定
標
準
米
制
度
」
と
「
た
く
わ

え
く
ん
制
度
」
を
制
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
改
正
食
糧
法
が
施
行
(
平
成
同
年

4
月
)
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
日

年

3
月
幻
日
を
も
っ
て
「
指
定
標
準
米

制
度
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
「
愛
媛
県
指
定
標
準
米
制
度
」
を

同
日
付
で
廃
止
し
ま
す
。

宮

イ呆

神

上

藤

回

佐

(株)

(有)

(有)

久

キサ

佐

神

西

5月8日(土)

5月15日(土)

5月16日(日)

5月9日(日)

た
だ
し
、
米
穀
販
売
業
者
が
同
年

3

月
白
日
ま
で
に
精
米
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、

4
月
以
降
も
「
愛
媛
県
指
定
標

準
米
」
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
府
米
を
中
心
と
し
た
低
価

格
の
「
た
く
わ
え
く
ん
」
は
販
売
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
農
産
園
芸
課

8
0
8
9
9
1
2
・
2
5
6
9

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
(
労
災
保
険

・
雇
用
保
険
)

の
年
度
更
新
手
続
き
は
お
済
で
す
か
。

平
成
問
年
度
の
年
度
更
新
手
続
き

は、

4
月

1
日
か
ら

5
月
初
日
ま
で
で

す
。
労
働
保
険
の
申
告

・
納
付
手
続
き

は
お
早
め
に
!

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

8
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
0
0

検
定
試
験
の
ご
案
内

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

A
V
ワ
ー
プ

ロ

試
験
日

7
月
刊
日
同

受
付
期
間

5
月

μ
日
1
6
月
刊
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

合

@
4
1
1
1

南

西

塚

大

予

山

上

(有)

附

{手

大

(有)

吉
子

キサ

5月22日(土)

5月23日(日)

5月29日(土)

5月30日(日)

4高岡

5
月
は
自
転
車
月
間
で
す

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
交
通
ル

l
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
事
故
の
な
い
よ
う

安
全
な
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

愛
媛
県
消
防
防
災
安
全
課

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
企
画
展

凶
世
紀
あ
か
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
本
館
l
階
)

フ
ィ
ル
ム
サ
ロ
ン
(
別
館
2
階
)

町
並
博
期
間
中
は
無
休
で
す
1

展
示
時
間

午
前

9
時
却
時
1
午
後

4
時
ぬ
分

観
覧
料
金

大
人

3
0
0
円

子

ど

も

1
5
0
円

問
い
合
わ
せ
先

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
企
@
1
2
8
1

「

i
z
固
目
聞
固
E
E
t
Z
E
E
-

一

短
い
文
章
で
も
何
か
を
伝
え
た
い
。

一

わ
ず
か
凶
行
ほ
ど
の
編
集
後
記
。
言
葉

-

を
削

っ
て
簡
潔
明
瞭
に

:

尺
(
行
数
)

-

に
収
め
る
苦
労
も
今
振
り
返
れ
ば
よ
い

一

思
い
出
で
す
。
気
に
な
る
そ
の
行
数
も

一

残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い

-

担
当
者
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。
こ
れ

一

ま
で
取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

一

さ
ん
、
そ
し
て
読
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
!

一

で
は
、
こ
れ
に
て
校
了
で
す
。

(
や
)

春
と
い
え
ば
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

前
任
者
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま
し

た
。
ま
さ
か
こ
の
机
で
広
報
の
編
集
作

業
を
す
る
と
は
:
・
こ
れ
か
ら
は
カ
メ
ラ

と
ペ
ン
を
も

っ
て
市
内
各
地
を
巡
り
ま

す
。
シ
ン
プ
ル
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
読
者

の
皆
さ
ん
と
街
角
で
出
会
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

。
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内と
相談内容 日 時な と 場所なと 間合わせ先

人 権 ヰ自 談 5月14日(金)/午前10時~正午 平野公民館
急ぐときは法務局 ft24-4155 

(法務省) 5月19日(水)/午前10時~正午 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月 ・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 事ヰ キ目 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 z回=~誕.，. 
5月20日(木v午前 9時~正午 市役所 3階会議室 急ぐときは ft24-5072(山本)

(総務省) 包24-4294(辻)

市民法律相談 5月15日(士)/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務課行政係
ft24引 11 内線328

社会保険相談
5月11日附/午前10時~午後3時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

5月25日収)/午前10時~午後3時30分 ft089-925-51 05 

不動産無料相談 5月15日(土)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 岡上田喜六不動産 ft24-4452 

1 一般相談 毎週月 ・木水曜日
l法律相談 毎士h捗-週火 ・ 曜日 大洲市総合

受付は総合福祉センタ-1階
心配こと ;介護相談

午祝時週、聞日金午は・曜後年い末日1ず年時れ拍~も午を午後除前4〈?時O時~iE
福祉センター

社会福祉協議会窓口まで
相 談:(相談時間) (相談室直通)

ft23-0313 
ft23-5629 

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 ft24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 ft24-6100 
関する何でも棺談 祝日・年末年始を除〈 大洲福祉会館 ft25-0947 

青 少 年相談室
月~金曜日/午前日時30分~午後5時15分

青少年センター ft24-7830 
祝日・年末年始を除〈

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 ft24-1414 
祝日・年末年始を除く

案談本目
『民

、ー

シ
リ
ー
ズ

-h州の
茸
目
ば
む
し

@

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

蛙2

自主と
下ぅ

が

柳
沢

・
新
谷

恋
木
と
藤
縄
の
間
に
あ
る
「
蛙

が
峠
」
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
す
。

昔
、
恋
木
に

一
匹
の
大
蛙
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
恋
木
か
ら
新
谷

の
お
城
下
は

一
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
藤
縄
村
は
峠
の
せ

い
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ζ3 

そ
こ
で
こ
の
大
蛙
は
、
「
わ
し
も

年
を
と
り
、
先
が
短
く
な
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
に

一
度
は
藤
縄
村

を
見
て
み
た
い
」
、
と
峠
へ
と
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
を
と
っ
た
大
蛙
に
は
大
変
な
道
の
り
で
す
。
や

っ
と
頂
上
に

登
り
着
い
た
も
の
の
、
藤
縄
の
方
を
見
下
ろ
し
て
も
背
が
低
く

て
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
思
い
切
り
背
伸
び
を
し
ま
し
た
。

今
度
は
よ
く
見
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
蛙
の
目
は
上
の
方
に

つ
い
て
い
ま
す
。
背
中
を
反
ら
せ
た
た
め
に
、
蛙
の
目
に
映
っ

た
の
は
、
今
登
っ
て
き
た
新
谷
の
お
城
下
だ

っ
た
の
で
す
。
「
あ

れ
ほ
ど
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
藤
縄
村
も
、
新
谷
の
お
城
下
と

同
じ
じ
ゃ
な
い
か
。
骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
も
う
け
だ
」
と
、
が

っ

か
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
も
こ
の
話
は
、
藤
縄
に
行
く
と
、
藤
縄
の
蛙
が
新
谷

の
お
城
下
を
見
に
行

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
世
話
か
ら

大洲市内の交通事故

3月末現在 昨年同期

件 数 75 57 

負傷者 97 73 

死 者 。 。

き

平成16年3月31日現在

38，907人 (一211) 出生 48人 (+10)

18，604人 (一100) 死亡 36人 (+4) 

20，303人 (一lll)

14，800世帯 (-62) 

動

( )内は対前月比

の民市

人口

男

女

世帯数

税

今月の納税は

納期限は5月31日です

車動自軽
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